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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synopsis

　　　In　Dec．　！979，　and　Dec，1980，　the　phytosociological　surveys（）n　the　substitu亡ional　vegetation　of

tropicahain　fo■est　were　carried　out　at　Sotek　near　Balikpapan三n　east　Kaiilnant雛，　Indonesia．　Afteτ

the　cutting　of　the　vifgin　forest（31zo’・8αspp．）there　grows　fapidly　the　secondary　fofest　of！）雌伽ノ～g’α

〃～oZz‘ccαηα一ノ1〃孟1～06砂1～．α々’3‘ゾ～．～ノ～召ノ～∫～∫一comm．，　which　conslsts　of　many　fast－growing　species　such　as

孟ノz’1～・αψ1z・痴5‘／Lf／1β’・5～∫（Rubiaceae），餓～αη¶α〃9α♪”・．’〃3・5α，　Oc孟・〃’8♂855～・〃’α’ノ・α〃α（Euphorbiaceae），

D’‘αゐα〃9τz〃～o♂〃6cω～α（Sonneratiaceae）etc．　Along　the　forest　road，　P～りη一〇9ノーα〃〃〃ζ匹。αZo〃z4α〃。∫一comm．

．were　often　seen　at　the　collapsing　slopes．

　　　In　the　area　near　the　Sotel〈village　the　shifting　cuitivation　with　burn量ng　the　forest　vegetation

has　been　performed　during亙ong　times　tili　nowadays．　The　secondary　foτest　of　this　area　is　occu－

P三ed　mostly　with　Bψ6ノ’α盈〃～cz〃ルcomm．，3～6m　high．　Theハ．｛配α5君。〃～α姫ノ～’5一ルノψ8’一α彦αcメ加読～‘α一

comm．　sprea（l　partia至ly　aiter　the　shlfting．τhe　rudefal　vegetation　sucl瓜as　Ml〃7層8〃’～α♪6Z’α‘α一，μ）似∫5

ご。ノ〉ノ’α6α・，Eプα9γ05孟～∫～‘～～ゴOZo～6海∫・βρoノ簡。ゐOZzで5読αノ～漉1幽・，ノlg’‘～ノu々〃〃ω1～51之。’‘～お一cOmmuntleS　wefe　Observed

near　the　vil互ages．

　　　Th．e　potential　natural　vegetation　of　the　burning　and　non－burrling　areas　seem　to　be　different，

because　o‘their　qu三te　another　species　colnposition　and　of　the三r　different　status　of　regenerations．

　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　　かつて熱欝多雨林域は無限の植物的生産が続き，生

物資源の宝庫としてどこまでも原生林に被われている

と想像されていた。しかし，今i三1では世界三大熱帯の

多雨林域でも，様々な人為的干渉下に曝らされてお

り，厳密な意味での原自然林，原生林はきわめて限ら

れていることが明かにされている。

　東カリマンタン，Sotek地区でもRiko川やその支

流沿いの低地から内陸部にむかって，以前から漁携，

焼畑農業，有用材の択伐などの様々な人階1の干渉下に

自然植生は限られている。とくに集落やその周辺域10

～20km以内には，【…舞然林は皆無に近い。半面，焼畑

農法Shifting　cultivation；Brandkulturによる火入れ
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の繰り返しによって，チガヤ淵源をはじめ二次林，二

次草地などの様々な代償植生におき変えられている・

また集落の中やまわりにはココヤシ，ドリアン，バナ

ナ，パラミツ，パパイヤなどの主旨こ白家用の熱帯果樹

が小規模に植えられている。

　東カリマンタン，Sotek集落からボルネオ島の内陸

にむかって，60～70kmのPemantus　LLI（海抜！051

m），B・・at・・（1228m）の1⊥Ul鮒’透までは集材用のト

ラック道がつけられている。林道沿いや集材場，飯場

のまわ脳こは，自然植生とは種組成が全く異り，群落

髄も単純化し，相観もちカミつた薄く大形の陽葉をひ

ろげた二次林やノボタンーチガや草原などが帯状に急

速に発達している。

　おなじ人為的干渉によって成立している代償縞生で

も集落周辺の焼畑地区では表土の流失によって，とく

に二次林の組成が，最近択伐されている内陸部よりも

大きく果っている。また集洛から約20kmの地点で・

第二次大鞭前まで，オランダ恥こよって急いで齢

途上にあった，通称オランダ逼路が斜面を掘り割って

蟷6mの．切り通した一本の旧道跡として残っている。

現在では，ほぼラ己全に樹鞭こ被われているが・40年近

く経た今日なお，ヘリ・プターからも，細い帯状親

分けられるほど植生のちがいが読みとれる。またほと

んど皆伐に近い，！960年から1970年代はじめにかけて

の初期の森林伐採ないしはゴく規模な択伐地区は・現在

ジャングル状になっている。すなわち，本来林縁植生

として発写していた木生った植物類が残存木や残存椋

生の一ヒに一面こ被いかぶさって測歎相観を呈してい

る。森林も原生林で60m近い面木林であっても超高木

層，高木層，低木層，草本層と秩序正しく階層化して

いるのに対して，過度な択伐林は踏み込むのも田難な

ほどの混乱状の不規則な群落構造を示している。

本項では，S・t・k地区の，もっとも強く人為1肝渉

が加えられている焼畑地区から敢近Fべみられている植

林，二次林，二次草地，農耕地，放棄畑・路傍・路上

畢生も含めた，すべての代償植生についての植生調査

結果をまとめるように努力されている。幸いにも代償

植生の主な構成種の同走競まぽ可能で日本列闘締1ゆ

楠生などとも比較しながら考察されている。

1　調査地の概要

　調査対象地域の自然環境条件については，富脇（本

号・2！9頁）にまとめられているため，本稿では調査地

の具体的な状態について記述する。

　代償植生の調査はSotek村を中心に行ない，一部

はPemantusキャンプ地に至る林道ぞいで行なわれ

た。Sotek村は，かつてはRiko　l【1にそった寒柑であ

ったが，森林伐採のための基地がここに立地すること

となり，そこに使役される入の数も増え，住宅も新し

く週報されている。古くから住みついた人々の集溶は

おもに谷状地に点在し，耕作地と果樹園が小規模にこ

れをとりまいている。

　Sotekの集落から2～3km離れた丘陵地には焼畑

地が散在し，陸稲とトウモロコシが栽培されている。

また，焼畑耕作を放棄したあとに生育したチガヤ草原

もみられる。これらの耕作地と集落は細い山道でつな

がっている。

　一集～6周辺は大部分二次低木林でおおわれ，時につる

植物と低木が混在した下郷もみられる。沼沢地は湿原

となり＆如ゴα，ノ1ごプ05々議Z〃μなどが密生している。

　一方，森林伐採用の林道はSotekよりほぼ西：方に向

って70kmも遠しており，これに沿ってすでに伐採の

終了によって放．置された多数の枝道がある。林道ぞい

には樹齢のヲ。なるさまざまな二次再生林がみられ，ま

た林縁部や法面には草本植物群落が生育している。調

査地点図はFig．1に示されている。

H　調　査　方　法

　調査は！979年12月および1980年12月の2回行なわれ

た。調査地域内においてBraun－Blanquetの植物社

会学：的梅生調査方法にもとずき，代｛賞植生としての様

々な相観をもつ二次林，マント群落や路傍雑噛洋落

草地榊生，耕作地雑草群落などできる限りすべての植

生興を対象として行なわれた。得られた植生調査資料

はテーブル操作法によって種の組合せをもとに群落単

位：が拙出された。同時に群浴の相罵工面や棟｛生恥分と

遷移の動向についても考察が行なわれた。

圃　調査結果および考案

　特昇地域で約300の代償植生の植生調i畿資料が得ら

れた。種の営舎ぜをもとに以下にのべる13の代償群洛

の単位の｛ヒ育が確認さオτた。なお1979年に得られた植

生調査資料（BS）は種の同定が元全に終っていない

ため本村査の際の植盈三調査資料（A～Q）を中心に記

載し，初年度分は参考資料として扱かわれた。

　1．　才直物群落

　1．加αわαπ9α配oJπccαπα一・4π疏ocθPんαz配s　cんε一

　　πθπ8εs－Gesellschaft（二次掲木飛脚）Tab．1

　熱娼＝多雨林の伐採後の開放域にはしばしば生長：のき

わめて早い陽生の樹木が，ただちに発芽生長し，比較

的短期間内に樹林が1彰成される。樹冠部を形成する樹

木の多くは直幹で，葉は単葉で大形，薄質である。低

木性の共存種は林内よりも林縁部に生じ，同様に中～
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大形の葉をもっている。さらにつる性植物の虚血も高

い。一般的には高木層に1～2の種が優占し，低木層

と草本層は未発達の群落相観を示している。

　Sotekから20kmの地点および70～80kmの奥地の

伐採地付近で17個所（内5個所をTab．！に示す）の

植生調査資料が得られた。大部分の植分は高さ9～20

mに達した植分である。

　a．．種組成と構造

　Z）z励αη9・α〃～oZ～κcαノzα・ル～孟1～oご7ψ1～αZzで5漉～7～6／z∫’∫群

落にはきわめて多くの植物が生育している。種の同定

がまだ完全ではないため，1調査区豪りの出現種数を

第出することはできない。現地での識別では平均約50

種が記録されている。

　高木暦（または亜高木層）にしばしば出現し，優占

種となっている種は話1／z〃zoα4）1zαZ‘6ぐ1z～ノz6〃5～5（Rubi－

aceaのである。この種は鐵幹盤で生長が轟く上部で枝

を輪生状に広げる。その他の種としてはMαご召1U～zgα

ρノ・～君力zo∫α，　D照ムαπgα〃～oZzκごα〃α，06孟。ノ〃6傭∫μノ〃α・

〃α7zα，　M々ZZo撫5　spp．などがあげられる。つる性の

σηCαガα属の数種も低本層に生育し，ときに群落の上

諭まで達している（Fi9．2）。　A〃〃～06ψ1～αZz‘∫01πノz（〃～∫～5

が擾心する森林の群落内部の相観がFig．3に示されて

いる。この纈分では，高木層の個体密度が0，18／m2本

そのうちルz”zoo6♪1LαZz’5　clzfノ～8〃5～∫の個体数は0．09／m2

本と記録された。同植分はSotekより西北に！8km

の古い林道の下向法面の回状地に発達していたもの

で，この群落としてはもっとも発達した林分と判定さ

れる。種組成はTab．1に示されている。

　低木履には多数の低木が生育し，植被率はおおむね

60％である。もっとも1叢立っ種類は，窺α‘∫，／晩αレ

ノu～zgα，　Melastomataceae，　Rubiaceaeの数属であり，

とくに疏α’5鷹の種は現地で，！0種類も識別してい

る。わが国の沖縄地方にも，マント群落に矧α∬が多

いこととよく似ている。さらに広葉をもつつる植物，

バショウのような巨大な葉をもつ高木（Dilleniaceae）

などもみられる。

　草本層の発達は植分によって異なる。高さは1～1，5

m，総状地形で林床が適湿な立地では草本層の高さも

植被率も高い。また群落高が高くなるにしたがって林

床の植被が高まり，草本層の種麹の増加がみられる。

　草本層構成種はMaraDεaceae，　C・mmellnaceaeお

よびシダ植物のBlechnaceaeなどが常在度が高い。

隔所i｛白にはMoZ’ノ～‘〃”～‘♂やZingIberaceaeの種が目立

っている。さらにPaimaeのトウや3ノ～0’「α巴の芽生

えもみられる。

　b，群落区分

　以上のような多数の漏壷で構成される二次林は，次

項の低木性の二次林のPψβ1¶α‘Z醐ご～研群落などと比

較しTab．1に示されるような群落区分種，すなわち
〆1η〃～oごψ1Lα♂～‘∫　ご1zノ〃8ノ～∫ノ∫，　Mα‘α’uノ～9α　が‘’～ノ～o∫α，

轟1
響軽症

三ζ》川

目．

　篶

、．

譌`…鵜

難i，

凝顎レ・

Fig。2伐採地に再生。発達したA〃〃zo‘砂加Zz‘361～∫ノ～ωz∫’∫の高木二次林

Auf　den　Schlagflachen　entwjckeiter　Sekundarwald　mit　dom量n童erendem

んz〃≧oc砂1zoZτ‘5σ1’〃z8π5∫∫（150m荘・NN）・
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　　　　　　　Fig．3五〃〃zo妙1≧‘～Z～’∫6／珈6〃∫！5林の内部

Innere　des　Sekund盗rwaldes　von　A〃〃～06ψ1～αZ～’5‘海7～6ノ～3A～（ca　150m浪．　NN）．

Z）z‘融αノzg’αノ〃。♂zκごα〃α，α’01〃8Zβ∫∫～’〃～α〃脚～α，　P如’一

ノzα7z4rα・αア’4砂1型♂Zα，／撫。α’w～9αsp．ハ4・Z’ノz8’層’αZα‘∠一

プb々α，ひ解αr～αSPP．」町6μ∫～‘ノ～6∫ノzα’αによってD～‘α・

みαη9α〃’oZ配‘απ‘エーAノ～坊。ご8Plzα面∫61z～〃例3’∫群落にま

とめられた。

　Z）μα加ノ～gα．五ノz疏066p／Lα躍5群落にはさらに澱z～廊α

5zめ礁α，乃91rα～α昭。¢1〃05α，　G層α’αむメ。ノ～（1♂α1～‘～冶5々一

槻〃π，五θ侃餓読ごα，Cα醗CαノアαZO刀9ヴ読αなどの木本性

植物が多数生育している。これらの種は次の項にのべ

る低木二次林に共通的に繊現している。またゐ3go4ム

τ〃ノ呂。舵加～磁〃ノz，B伽1zノ～μ〃多。’・～8～～オα臨，　M冶Zα吻〃～α

峨η8などの生育範囲が広く，チガヤ草原にもまたが

って生育する種も群落内に生育している。

　c．生育立地

　調査地域内でのZ）’κめαη9α一ん～〃zoご砂1zαZ醐群落の

立地は，31zoノでαを主とする原生林の伐開地内でとく

に林道の敷設による土壌の掩乱された場所である。林

道の法面に接して凹状地に崩落した鮎性の強い土壌上

でとくに生長がよい嬢向がある。林床には隣接する高

木林からの懇懇，落葉が堆積し，有機質に富んでい

る。法面の切土部分にも同様な組成をもつ群落が生育

しているが，表層土の流亡のため地力が劣り全般的に

発達が悪い。

　2．PεPθrα伽πc珈π一Gesellschaft（二次低木群落）

　　　（Tab．2）

　熱帯多爾林の伐採が行なわれているSotek奥地40～

70kmの地域一帯では，伐採あと地の二次林の再生は
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       Fig. 4 Duabanga molttccana-Anthocaphalas chinensis stvamaLiltigfwheciSitpa

Schematisches Vegetationsprofil der Duabanga moluccana-Anthocaphalus chinensis-Gesellschaft.

A. c.:Anthocaphalus chinensis

D. m.:Duabanga ntoluccana

M. p.: Macaranga pruinosa

O. s.:Octomeles suniatrana

P. c.:kernancb'a cardiophylla

F. r.:.FZigraia racemosa

L. i.:Leea acttleata

F. u.:]FUcus uncinata

B.

M.
I.

L.

H.

P.

U.

o. : Blechnunz orientalis

1. : Molineria latijblia

c. : iniperata cylincb'ica

c. : lrygodium circinnatum

1. : Hledyotis leucocaiPa

r. : Rhi13)niam 7mpens

g. : U)icaria gambir
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きわめてよく，A〃酌ooψゐα面∫‘1z1〃8〃∫おをはじめと

する多数の陽生の樹木が生育している。これに対し，

Sotekの集落周辺は古くから焼畑による自然利用が行

なわれ，土地からの取奪も強く，焼畑を停止した跡地

へ再生する二次林も相観組成が異なっている。

　Sotekの集落付近およびSotekから4～5km付

近で得られた二次林の植生調査資料がTab．2にまと

められている。植生高は2～5mの低木林で，　P4》6ノ’

αぬ〃α〃πが擾占種となり，また時にMεηで〃正～αρ8ム

如畝のつる性の茎葉が群落上層の大部分をおおって

いる。低木暦にはさらに　V～記必／＞加刀α’α，Cα”ごαψα

♂oノ～9ケbZfα，澱zκZ8α5め砒α，0〃zαZα2zぬ’∫♪o汐～’♂η偬

A売Zα舘01”α励1ノ昭なども生育している。

　草本層の植被率は上漏が密生しているため比較的低

く，20～40（60）％となっている。＆♂818～αZ6沈∫，ゐ），go－

4々〃1ぼ～1「o加刀αな‘〃z，q＞認050ノブ嬬チガヤ，オガサワラスズ

メノヒエなど，おもにチガヤ草原の種が生育している。

　乃ρ6ノ・α4z〃～α〃π群落をま君μ1・α盈〃κ～〃〃，　v磁τ

ヵ～〃～α如，Cα〃～cαアψαZolzg施Z～‘zなどTab，2に示し

た6種の区分種によって，二次高木林から識別され

た。ん～魏06ψ1認硲群落とはN磁改α5～め露‘z，八砺

♪1ηη面ρ～5などの共通種をもっている。罵時にチガヤ

草原の種も少なからず群落内に残存している。

　Pゆβ’¶αゴ姻α〃π響洋落は2つの下位群落が識別され

た。　5cZ8’一～αんη～∫，　M15ぐαノzぬ’5　sP．で1器分された

園圃¶如♂8暫∫下位群落々よ焼畑放棄後まだそれほど時閲

の経過をみない林分を纏縫している。一方　M盆Zlo彦〃5

ノ〃14〃8Z18〃”∫趣の懇懇で区分されたM‘泓。加5〃～f・

9岬♂～απ醐下位群落1ま＆Z8’噂砒下位群落に圭ヒ較して

より発達した植分であると解釈される。

　Pψθ・噛αぬ〃α〃μ葦襲職の内部は懸濁土が火入れによ

って有機質を欠いており，土性もやや硬い。尾線状地

では全般がかわきぎみである。

　Pψ8’『α盈〃～α〃μ群落は，このまま10数年放置され

たのち，再び伐採，火入れによって焼畑耕作がくり返

えされている。

　3．　OCんro配αZα90Pπ8－Forst　u．　a（バノレサ植林

　　　他）（Tab．3）

　Sotekの周辺域では，　Ei・イ共同企業による造林事

業が行なわれている。殖栽樹種は五醗漉α勲Zご認α，

0clz／w〃α♂αgo♪～’∫ノミルサ，1〕∫ノzz‘∫ooαψα，　E配αZ5少加5

フη伽∫などであるが，Aあ’並αノ≧汝α如，　Oc1ηη〃忽♂α一

g砂〃5の2種の生育がよく，両種の植林地が比較的広

くみられる。A♂ろ観α声♂αZ如はマメ季斗のネムに似た

樹形を示し，やや乾性地に植栽され，現在は高さ20m

内外に生長している。0翻η〃～α罐g砂照バルサはパ

ンヤ科に属する熱帯アメリカ原産の樹本で，材が軽く

（比重0．12）熱帯地方で広く植栽されている。

　バルサ植林はSQtek周辺では主として閥状地の適潤

叩網饗犠

麟多

癬
鍮
二二鼠

講

　　　　　　　F童9．5　君少8rα4ε〃～c～〃μ群落の絹観（Sotek）

Physiognomie　der　Pψ6’・α‘♂～‘〃α〃ルGeseilschaft　am　Wegrand（Sotek　60m廿．　NN）．



272

甥

　ちレ

編

撫

羅

．艦鞭，

儀羅》気・獄驚翁緊添難隠

畿

壌塁，
　ム’哩嫉

臨墾犠跡謝．・

鱗灘謙螺、

射

遷

　F三9・6　バルサ植林の内部。聯8ノ‘α盈〃～α〃ηが優占している（Sotek）

Innen－Ansicht　des　Oぐ1〃80〃～α♂‘～9ρ／）～’∫一Forstes．功）6ノ・α盈θ～α〃〃ist　eine　der

dominierenden　Aτten　in　der　Strauchschicht（Sotek　40　m　U．　NN）．

・議

蜜 郵

擁乳

難蕪織
襲

瀬

　　　　　　　Fig。7　ゐ4♂7阜β”～～α！＞8”α∠‘z（ハスノハヒルガオ）　義塾落　（Sotek）

Ein　Bestand　deエmantelartig　wachsendenム血η・β〃～～αρθ㍑α’α一Gesellschaft（Sotek　40m茸．　NN）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛ab。3　0訪ブ。η’αZα9砂z｛∫一Forstバルサ植林

Feld－Nr．調査番号：A－1，　Datum　d．　Aufn．調査年月日：14．　De3．1980，　H6he　U．　Meer海抜高：40m，　Exp．　u．　Neigung方位，傾斜：NW　8。，　Gr6Be　d．　Probefiache

調査面積：600m2，　Artenzahl　出現種数：51

H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht－1，高木第1層の高さと植被率：！6m，80％，　H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht－2．高木第2層の高さと植被率：！0m，20劣

H6he　u，　Deckung　d．　Strauchschicht低木階の高さと樵被率：5m，80％，　H6he　u．　Deckung　d・K：rautschicht草本届の高さと植下率：1m30％

Kultur－Baumart＝

0‘1η’oηzα♂α9ρρz∬

Trennaτten　d．乃♪8ノ’

α読‘2zα〃ノトGesellschaft　l

　助）8ノ’α4z〃～cπ〃～．

　v「∫彦8£1）∫ノzπζz孟α

　ゐα7～診αηα　α6πzβα孟α

　Cα♂々6α厚♪α♂o／zgて1b♂’α

　麗ノー0／Zθ〃Zα　ごαηθ3（コ8ノ～∫

Arte鷺d．　sekundaren　Walder：

癒97帽αゴαブα6θノ〃0∫α

！し4πz8々α　581ゴぐ8α

群6配5　π7z6’ノ～α彦α

ゐツ904々‘〃CかC〃〃～α’π’ノ’

M々。αア闇〃zgαsp．

乃αθ0ηZ81’忽ノ〃α9πザ（2α

0〃ψんα琵αんrζz‘，’（～α’α

Ez498π∫αZ加8α‘α

ハ4ヒZ‘α’rαπ9αρ1’μカZO5α

澱α‘5ノ｝’α〃び5（ゴα

乃〔ヲ77Zα，Z七一α　7－0∫〃一α彦α

B～κゐαノ～αη～αカ∬～9／zお

植栽種

　バルサ　　　　　　　　　Bl

　　　　　　　　　　　　　　　　B2

賢力εプα譲〃’α4〃z群落との

共通区分種

　　　一　　　　　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

　ランタナ　　　　　　　　S

　シロシキブ　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

二次林の種

　ムンプレー　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

　　　－　　　　　　　　　　　S

5・4

1・2

5・4

1・2

十・2

　十

2。2

2・3

2・3

2・2

！．2

2・2

1・2

1・1

1・1

　十

2・2

十・2

1・1

　ム砂んプ。妙f5　sp．

　α‘ノτZ4fgO♂α‘⑳♂ガα

　7’｝’∫90ノ～05’8〃～0η8Zノ〃8ノゴ

　五εθα　fπζお‘α

　q）℃♂050ノ’～‘∫Z4π’彦κ∫

　5〃が♂α露♂ακ（4）乃ひノzzα

Sonstige＝

　80z81・ガα　z（3u∫∫

　ゐ0η～ごπ’②ρ5～5COCゐ∫アZごん加8〃5ガ∫

　Aツごみ0’ノ’如5αノブ〃0／Z彦05α

　1ゼ〔ヲ0〃Z（イ68♂Zψ‘比α

　Cカ’彦。ぐ。‘α〃πρ認θノz5

　Glα々α万αノπゲb1層〃」∫∫

　E～〃＝yCOηZαZOηgケb々α

　品♂α6’α〃」αごノ’ρρ1り炉zzα

　習η＝y／z’z〃πノ）♂α♂〃’αノ’々’〃’

　餓56磁んz‘∫sp．

　C♂（ヲノ帽。漉ノz諭層07z　4～3♪αノ8施Z～〃ノ〃

　Rz／z4伽z’5　sp．

　五あ〔グ‘ガ51α／）‘4）z∫αηα

　＆ガノ躍6α7プ）π5乃．8惚プρ1）ノZly〃α

　　　　　蒔

キンバイザサ

その他の種

　シンジュガや

他未同定

K
K
S

S

K
S

K
K
K
K
K
S

S

S

S

K
S

K
S

S

1・2

十・2

　十

　十

　十

　十

2・2

2・2

　十

　十

　十

　十

十・2

　十

　十

　十

　十

　十

1・2

1・2

13種

しつ

謎
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地で生育がよく，植栽後数年で16～18mの高さに達し

ている。林内に生育する植物は1『ψ8ノ’α漉〃zc～〃π群落

と共通する晶群が多いが，森林性の種がやや多く，出現

種も多い。面内は暗く，草本暦の発達は悪い（Flg・6）。

　Sotek周辺にはハ’πz‘∫oo6砂αなどの穂林地もみら

れるが，この生育はきわめて悪い。熱帯地域における

針葉樹植栽は立地保全の面で問題が多い。

　4．　1漉rr8個口εαpθZ‘αオα一Gese薮schafも（ノ、スノノ＼ヒ

　　　ルガオ群落）（Tab．4）

　Sotek村の人家周辺の銘傍，空地，林縁などにつる

植物のM加W磁ρ8如’α（ハスノハヒルガオー本地方

では黄花種）が繁茂し，マント群落を形成している。

ハスノハヒルガオはわが国のクズによく似た生育形を

しめし，耕作地付近では地上をほふくして群落域を広

げるが，林縁では乃♪8ノ層忍4Z胡0～〃μ低木二次林にはい

上って伸長生育する。その高さはしばしば7～8mに

達する（Fig．7）。

　ハスノハヒルガオ群落はハスノハヒルガオとクサト

ケイソウのつる植物で区分される。構成種にはαぬ

漉α〃4毎sp，，ル5Pα面蹴60ノヴz催αオz〃πなど路傍雑草が

みられる。隅隠に五9びα彦～”μcoノリ卿！漉ε，＆Z6ノ’ぬ

Z8ηお，乃でノ〃α01記庇α薦なども生育しており，多彩

な種構成はさまざまな立地要因を反映している。出現

『種数は15に達する。

　5．」漉zαs彦07πααffεπθ一乃πPεrα∫αc〃伽♂rεcα一

　　　Gese茎塁schaf奮（Tab．5）

　熱帯多雨四域の草原には1〃ψ6’闇α如Cメゴ耽か惚αチガ

ヤが優占する。とくに焼畑を停止したとき，ほとんど

の場合チガヤの草原となり一時的に安定する。古くか

ら焼畑がくり返されているBaiikpapan郊外には｝云い

面積にわたってチガヤ草原が広がっている。

　Sotekの集落周辺にもかつて焼畑がくり返し行なわ

Tab．4　M8ノγ8〃1～αρ8♂’α’α一Gesellschaftハスノハヒルガオ群落

Lfd．　Nr．：

Feid＿Nr．　l

DatUln　d．　Aufn．（1979）：

Gr6Be　d．　Probe‘1ache（n12）；

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d．　Vegetation（劣）；

Artenzahl：

通　し　番　号

謂　査番号

調　査　月　日　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　i

調査面積　　　　「
植　生　高　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　2
全　植　被　率　　　　　　　　　1

出現種数　　　　　…

　！

BS
15

12

2

24

！30

95

8

2

BS
92

12

！3

100

30

80

15

Trennarten　d．　Gesellschaεt：

　ル露ηでノ〃ノαμ〃α孟α

　妬∬卯。ノ『αノb8々4α

Begleiter：

　36」81一～αz6汐～∫

　姦∫♪α♂z〃〃60／zブ〃9‘z‘～θ〃

　∫〃ψoノ『α‘α6メ～ノ～4r’αz

　ム壷Zα5’o〃～αψ7〃6

　λ面ノ～〃ZO孟磁～Z1∬〃ノ～α

　Mガ∫‘π刀ぬ！5sp．

　（）Z漉ノzZαノz（ノ～α　sp．

　A981u彦μ〃zco／z，鷹01漉5

　Tlr6〃～α0ノ・～61Z孟α〃5

　，Zz‘∬∫α8α1～ノ～ケb〃α

ん脚z～θノ♂sp．

　E（21Z～ノ～00ゐ～0αぐ0♂0ノ～α

　L落04～κ〃多。～ノで∫フ〃zαオ～’〃～

　0μゴ5η’8〃～’5co〃ψ05～甜∫

　qyρ8η‘∫ゐノ脚のZf”5

　∫ヲ1∠y∫ζzZゼ∫sp．

　Cプζz∬oo砂11αZ1‘〃z　6プゆ’読。ガ漉∫

群落区分種

　ハスノハヒルガオ

　クサトケイソゥ

随伴種

　シンジュガヤ

　オガサワラスズメノヒエ

　チガヤ

　キャッサバ

カッコアザミ

ウラジロユノキ

ワセビエ

エダウチチヂミザサ

アイダクグ

ベニバナボロギク

1

5。4

2。3

1・2

十・2

2。2

！・1

十・2

十

　●

●

o

●

■

9

o

●

o

4・4

2・3

2・2

十・2

　●

●

●

　●

2・2

2・2

2・2

1・2

1。2

十・2

十・2

十

十・2

十

十



275

日置’
　　認藻穫

i灘

　　Fig・8焼畑が終り，放齪されたあとに広がるチガヤ草原（Sotek付近）

1〃ψθノ廓αcメ〃κか’‘α一Wiesen　auf　den　aufgegebenen　Bran（lackern（80m　U．　NN）

．織樵

「盤欝・

難

灘総魏魏灘

嚢懇

願騒騒鵜．

軽量穰欝趨灘纂
　　　嚢融　　㍗韓難i．

薙筆

灘…繕纏鰍
駿　逡糞

覇

　　　　　Fig．9　路傍に密生する八41♂α磁。〃～α唖；’～¢一チガヤ群落（S◎tek）

Dichter　Bestand　der　Ml召Zα5’o〃’α‘｛〃『〃d一∫〃～ρ81「α’αり・／～〃‘〃㊧‘z－Gesellschaft　auf　dem

Wegrand（401n　U．　NN）．

れているとみられる場所に，小規模ではあるがチガヤ

草原が発達している。さらに林道ぞいの空閑地にも小

面積でチガヤ群落が現存している。調査地域内のチガ

ヤ草原は大部分の植分でチガヤ優占し，植生高は100～

250cmに達している。群落構成種は7－14種ときわ

めて少ない。草本植物ではチガヤ，シンジュガヤ，

ミズスギ，ゐツgo漉μ〃z，．Mゼ記α鷹1躍∫，躍ηめノお砂♂∫∫な

ど，低木植物にMθ彪鉱。規αζ荻ノz6，　Pψ8rα4τ魏。κηz，
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シチヘンゲなどがある。八｛配α∫オω〃α‘｛伊〃。はこの群

落における常在度が圭ヒ較的高くて，チガヤとの結びつ

きが強く，しかも性質が陽性の先駆的低本で林内に生

じないことからM6Zα∫’oノ〃α4が7ノ’6を群落区分種とし

てM冨α伽ノ〃α‘ガ加ε一∬〃ψ8ノ厩αごメ加訪㊧α群落とし

てまとめられた。ノボタン属とイネ科植物との結びつ

笛

　　　　　　鍵

鵜罐
　　　糠

Fig．10耕作を停止した畑地に生育するC～ノ≠ocoごαθ〃ρα如～5－B♂〃〃～6α6‘zZ∫α〃～ゲ診～’α群落（Sotek）

C〃で。‘06α〃〃pα‘6／z∫＿β♂，〃〃6α∂α♂5‘〃2～旅ノーα＿Gesellschaft　auf　brach】iegendem　Acker（80m　U．　NN）．

毒

　　犠

難鰭i

　嫉
。磁

　．窪鉾．・

難
鋤

騒撫濾：磨臼鍵雛鍵幾i雛li贈

爵ζ躍

雛、

び　ゑ

．饗

　　　F圭9．エ1　林道ののり面に生育するギンシダ群落（Pemantus）

n’）♪，ηg，一α〃〃〃α6‘rZo〃～6Zα〃05－Gesellschaft　an　einer　B6schung（4501n注NN）．
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きはわが国沖縄地方のノボタンーススキ群落と対応し

ている（Fig．8，9）。

　Sotekで記録されたM8Zα5彦。〃～ααが葦：〃6－Z〃ψ6rα’‘z

ごメ加4沈α群落は3つの下位群落が区分された。クサ

トケイソウ，シチヘンゲで区分されるクサトケイソウ

下位群落は，集落周辺の畑耕作地や小道にそって小規

模に存在している。この群落単位はかつてパイン畑で

あった面分が多く，土壌は比較的富栄養条件下にある

ものと推察される。＆如プα奴腐，V漉謬ρ～朋α如で

区分される＆Z召厚α琵τ鵡下位群落は弼産畑がくり返し

行なわれる立地に成立し，ハ掘α伽〃’α聯’濯一チガ

ヤ群落の典型的な群落単位と言える。乃〃～加1∫り，115

漉漉砿。〃～α，ミズスギ，．B々〃〃齪∂αZ∫α〃～舜’瀦で区分

されるミズスギ下位群落は主として集落より離れた林

道ぞいの林縁や空閑地，法面などにみられる。区分種

の生態的特質から，土壌条件は表層土が流亡し，母・岩

Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．：

1）atUm　d．　Aufn．：

が裸出するような，貧養条件下にあるものと判定され

る。この下位群落はM謡α漉勲5sp，の有無でさらに

下位区分されるが，その下位区分淋落間の質的差異は

不明である。わが国で優勢なM醜ωZ’1正～‘3はこの地方

では土砂の流亡のはげしい法面などに散兇するのみで

きわめて局地的である。

　M冨α∫彦。ノ〃α‘｛〃ン～‘菟1〃ψω厩μ曙〃ノ～訪癒α群落はこ

のまま放置されることにより，Pψ8”αぬ〃α〃乃群落

に徐々に遷移するが，その速度は土壌の栄養含有量か

らクサトケイソウ下位群落，シンジュガや下位群落，

ミズスギ下位群落の順序に速いものと判定される。

6．αr加coc偲’πPα彦επs－BZ既配θαδαZsα1πがer砕

　Gesel叢scLaft（ヒメチゴザサータカサゴギク群落）

　crab．6）

Sotek村の集落綱辺の耕地は焼畑が行なわれた後に

Tab．7　1ヤ‘）リマ）9γα〃’〃’‘z　cα♂‘〃〃8♂α〃03－Geselischaftギンシダ群落

　　　　　　　　　　　　通し番号　　　　　！1
　　　　　　　　　　　　調　査　番　号　　　　　　 …BS
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…83

　　　　　　　　　　　　調査年月日　　　…・79

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i12

H6he　U．　Meer（ln）：

£xpositiOH：

Neigung　（O）：

Grbβe　d，　Probeflache（m2）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）；

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzah1：

海

方

傾

鯛

麺

面

出

抜

査　置li

　生

植被
現種

高

位

斜

積

率

数

is、1

｝・2

i・・

　30

　5

2　　　3　　　4

BS　　BS　　B
90　　76　　10
♪79　　　　’79　　　　’80

12　　　12　　　12

！2　　　U　　　15

一　　　一　　180

E　　SE　　－
40　　30　　　40

50　　　14　　　9

80　　40　　　40

20　　40　　　60

6　　　8　　　11

Trennarten　d．　Gesellschaft；

　乃：のりη9’u〃〃〃αoαZo〃～8Zαノ～α∫

　1セθ1一ご5窃＃α孟α

　片θノおα5μ”zご♂α

Trennarten　d．　Untereinheit：

　勘Zκあαcf．5～め6♂～孟α

　Lツ。砂。読ノz〃’‘ナθr〃～‘〃μ

Begle玉ter：

　ハ〈艶7γ8ノ〃∫αsp．

　B♂～〃〃8αゐαz∫αノ〃1ルノ『α

　ルψαZπ〃犀。ノψ‘9ζ～々‘〃

　Gツノzπ7rαsp．

　α∬～‘∫τノ∫彦’9『加8α

　酌ρ1zノ「oJψ’∫sp．

　B♂80んノZZ〃～呂αゴθ〃オ‘～♂8

　醜Zα3ωη～α姫伽

　Pψθノ’α盈〃～α〃μ

　zηψθノ’α’α¢y♂ゴπの宛α

　qy6♂050ノ層z‘5π刀～孟ぽ‘∫

群落区分種

　ギンシダ

　モエジマシダ

下位群落区分種

　ミズスギ

随伴種

　タカサゴギク

　オガサワラスズメノヒエ

　ホウビカンジュの一種

　ヒジュウシダ

　チガヤ

「

　2。3　　　1・2　　　3。3　　　3．3

　3●3　　　2。2　　　　●　　　十●2

　1・2　　　・　　　1D2　　　・

　0
1’
i、．2

i・

i！：2

i・

i：

i：

レ

●

●

1・2

十

1・2

　◎

÷・2

　●

　o

　o

　o

　O

　o

i2●2　　　10玉l

i．＝ヒ．　．±∴2i

　o

十

1。2

十・2

　9

　十

　●

　0

　0

　0

　0

　十

十

　●

　●

　■

　●

十・2

1・2

　十

1・2

　十
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きわめて糧放であるがトウモロコシやサツマイモの畑

地として短期間管理がつづけられている。しかし，こ

の耕作管理も停止放躍されると多数の草本植物が侵入

しはじめる。主要な植物はわが国の沖縄地方にも分

布するオオキバナムカショモギと同種と考えられる

撰z〃〃8α如Z5‘〃〃ゲむ柵で，草高は2～3mにも達して

いる。群落内にはオガサワラスズメノヒエ，ル観α5’θ一

ノ〃α4が魏8，T1で〃～αo’ゴ8〃孟α♂f5など30～40種の草本や

低木植物が繁茂している。群落区分種にはC6〃彦。伽6α

妙卿Zαご8α，Ezψ‘～‘・磁〃’06♂01僧αオ’〃〃，1妙フZ・ノ～1αα吻一

解α，α瞬。ω6α’ノ〃♪‘～‘8〃5，オオアレチノギクなどがあ

げられる。

　群落構造は2層が識別され，上層にはβ諏ノ〃‘ノαのイ磁

A44α詳。〃～α‘痂ノ～6，　W詳記汐加ノz鷹α，．Pψ61¶α6♂～切α〃〃，

Cα〃加ヴ）αZoノ～9のZlαなど陽生二次元の構成種が四三出

している。下層は密生して高い三度を示し，オガサワ

ラスズメノヒエなど主としてイネ科植物が隣立ってい

る。

　耕作1工業の停止によって生じる群落はわが国ではキ

ク科のEノ噌8ノη〃属植物で特徴づけられる。Sotekで

植生調査された植分においてもEがg’召ア御Zやβ々〃肥α，

1／8朋。〃ノα，E砂。餅ゴ”〃aなどのキク科植物が優占する

点で互いにきわめてよく対応している。

　αノ≠oご。α7κノ〃カα忽ノ～3－13細ノ〃8αろαムα〃呂｛〆診ノ㍑群落は，

多数の群落構成種と，陽樹が多数生育していることか

ら，数年にして陽生二次林に発達する潜在的な能力を

もっていると判定される。このことは焼畑地が土地の

劣悪化によってチガヤ草原を経る場合と対照的であ

る。

　7．　P髭〃roσrα〃L配αcα’o〃8θ」απos徊Gesellschaft

　　　（ギンシダ群落）（Tab．7），

　Sotekより西方40～60km付逓では海抜400～600m

の起伏の多い地形となり，伐採用の林道に伴なう地形

の変更が自立って多い。林道の両側にできる法面は，

ある場合には，下履の心土を露出させ，またある場合

Lfd．　Nr．：

Feld＿Nr．1

Tab．8　ゐ～ノ〃〃。ぐ／zα厚∫ノ7αて・α一R1り，〃ごん。確）o／u‘，01ツ〃zゐ。∫α一Gesellschaft

　　　　　　キバナオモダカーヤエヤマアブラガや群落

Datum（1．　Aufnahme：

H6he　U．　Meer（m）：

GrdBe　d．　Probeflache（m2）：

H6he（L　Vegetatlon（cm）＝

Deckung　d．　Vegetat三〇n（％）＝

Artenzah1：

通　し　番号
調　査　番　号

調査年月　日

海　　抜　　高

調　査　1預　積

植　　生　　高

全　植　被　率

｝：薪　現　種　数

1　　2　　3　　4

H　　J　J　BS
9　　4　　6　111
｝80　　，80　　’80　　’79

12　　12　　！2　　12

28　　　29　　　29　　　！3

35　　　40　　　40　　　35

5　　10　　8　　10

50　　　90　　150　　　5G

40　　　75　　　90　　　90

7　　6　　7　　4

5　　6　　7　　8　　9

J　J　BS　BS　E
14　　　9　　110　　106　　　1

’80　　’80　　’79　　’79　　’80

12　　12　　12　　12　　12

29　　　29　　　13　　　13　　　21

40　　　40　　　35　　　35　　　40

5　　！0　　4　　8　　5

90　　　80　　　30　　　40　　　70

9（）　　60　　　80　　　90　　　70

4　　5　　4　　7　　7

Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　〃〃〃～oc1～αノ’～∫，μ‘rし，‘～

　ψoノ〃08αα望～’認姓エ

　RIZ，，ノ～61～0ψ0ノ惚‘0ノ：〉ノ〃め0∫‘τ

Trennart　d．　Untereinheit；

　Cyperaceae　sp．

Trennart（1．　Untereinhelt：

　乃”め溶竣yz～5ノ〃〃α6αz

　E（ゾL∫ノ～0ご1～ZOα‘0101～α

Begleiter；

　」～ピ∬’α‘ノα〃ノ〃b〃‘τ

　n’〃め1廊ちノ／ノ5〃～～〃‘～敵z

　qソ‘ゾ0∫0〃’∫990〃9ンZO1漉5

群落区分種

　キバナオモダカ

　ヨウサイ

　ヤエヤマアブラガヤl
　　　　　　　　　　E下位群落区分種
　　＿　　　　　i
　　　　　　　　　　i
下位群落区分種　　　i
　ヒデリコ　“　…
。セビェ　　…

随伴種　　　　…
　　　　　　　　　　｝
　チョウジタデ

ニ鶏ダi
　　　　　　　　　　…

2●3　2。2　　3。3　→一●2

3●3　2●2　　2。2　　！。2

。　　3・4　　5●4　　2。3

2●2　　3．3　　3●3　　3●3　　1●2

2●2　2。2　 1。2　2●2　 1．2

4。3　3・3　2・2　2●3　　・

2●2　1●2　十。2　　・　　　。　　　・　　　●　　　●　　　。

・　　　●　　　　●　　　．　　　●　　　●　：一ト●2　十●2　　3。3i

　　　　　　　　　　　　　遣　　　　　　　　　1
・　　　。　　　…　　　　　　　　　●　；　・　十■2　　一←1

…十・2

　！・2

　0

レ2　・　　・

・　十・2　　・

1・2　十　　・

AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．1：qy♪6ノ’～ご∫‘‘）〃ψ’で∬z’∫クグガヤツリ1・2，

クグ1・2，in　3＝∫「α5♪α1～〃μα刀～ノ”gα孟～〃〃オガサワラスズメノヒエ十，

・　→一・2　・　　十　　十

・　2・3　・　　・　　。

o　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●

qyρ6耀∫んでηケb読4∫アイダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　4：Hy〃～β〃αごんzβαノノψ♂8鋭6απ♂∫5

4・4，in　5：qy1）β1マ‘∫sp．3。3，　in　8：．A”8r〃α〃”～8’rα58∬’々5ツルノゲイトウ　十・2，　in　9：（～y1）8r～65602／4》α‘彦～∬

ビトウクグ3・3，H6‘～～o々∫sp，十
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は表暦土と心土が混合して堆積する。この地方の土壌

は黒色で，きわめて崩壊性にとむ細礫で形成され，萢

の赤褐色の属性の強い土壌と対照的である。

　ギンシダ群落はギンシダ，片81廊などのシダ植物で

特徴づけられる法面先駆植物群落である。その生育地

は，黒色頭上にみられる場舎が多い。出現種数は5～

11種でシダ植物の他はオガサワラスズメノヒエ，BZz’一

1’‘8αろαご∫α融沸ザαなどである。植生高は30～80cm，

植被率は20～60％とまばらな植被を示している。法面

の傾斜角は30～40度と勾配は急である。

　ギンシダ群落は翫μCあα躍厩～如，ミズスギによっ

て種組成的に下位区分が可能である。この下位群落は

赤褐色土壌の混合割合の多い法面にみられ，典型的な

三分よりは，より栄養的に恵まれた立地と考えられ

る。

　ギンシダは，わが国の薩表島に帰化が報魯されてい

る。著者らの観察によれば，西表島のギンシダはやは

り林道わきに形成された法面に生育していた。

　8．窺配πoσゐαrε8f’αoα一Rん〃ηe加sporαcor那レ

　　　bo8α一Gesellsc蓋3£t（キ／ミナオモダカーヤエヤ

　　　マアブラガや群落）（Tab。8）、

　集落や耕地，または焼畑に接した河川々ま有機物の流

入によって汚濁し，多かれ少なかれ過室素化が進んで

いる。この河川の水際にはR12ッ7ZCILO∫ρω瀦‘W『），〃め05α

ヤエヤマアブラガヤが窃に生育し，岸にそって帯状の

群落を形成している。群落内にはさらに，加ノηzo議α一

万∫ノZαηαキバナオモダカ，　」い。ノ〃。θααgμ認此αヨウ

サイなどが共存している。この3種の結びつきはきわ

めて強く，Sotek周辺の各地で同質の三分がしばしば

観察された。

　キバナオモダカーヤエヤマアブラガや群落は種の組

合せでCb少ω鷹8昭の一種，　n厩ηおり窃∫および典

型の3つの下位群落が区分される。それぞれの群落単

位の立地条件の差は微妙でその判定はむずかしい。

F∫〃め1㍑ッ跳下位群落はもっとも水位の浅い岸部に

生育する植分がまとめられた。

　群落構成のうち，ヤエヤマアブラガヤは沖縄の沖永

良部島から西表島にかけて分布が知られているが，群

落単位としての報告はない。最近になってヒトモトス

スキ群集の亜群集として低被度で生育することが報告

されている。

　キバナオモダカは南米原産で，この東南アジア地方

では帰化植物である。キバナオモダカーヤエヤマアブ

ラガや群落の立地はわが国では跳澱g〃漉0∫，＆f厚η∬，

乃少1z‘zなどが生育するが，　Sotek周辺部の水際には

これらの種群はほとんど寓現していない。

愛ab．　g　2胃〃め7ゴ5’メ～5ノノ〃fα66α一」セ’∬ガα召‘z！1〃4bZ～‘卜Gesellscl｝aft

Lfd尋　Nr．：

Feld　Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

難6he員．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）二

H6he　d，　Vegetation（cln）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

通　し　番　号

　　査　番号

調査年九日

海　　抜

調　査面
植　　生

全植　遣
出　現　欝

積

贈

与

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　，乃‘∬如6αZfノ～加♂～α

　跳〃め1ゴ酸yZノ∫〃～～1ぬご8α

　vα・z漉〃’αSP．

　q沙8プど’5ゐ1弓拠のz～～1∫

　Vαπ盈Z々ααηα9α〃5var．刀81わ6〃α（プb〃αP

Begleiter：

　ルψ‘～Z～〃πω1～ノ㍑9α診z〃ノ～

　（汐1）θプκ5sp．

群落区分種

　チョウジタデの一種

　ヒデリコ

　シソバウ夢クサの一種

　アイダクグ

　スズメノトウガラシ

随伴種

　オガサワラスズメノヒエ

1　　　2　　　3　　　4

B　　B　　F　　J
8　　9　　　1　　！6
’80　　　’80　　　’8G　　　’80

12　　　12　　　12　　　12

15　　　！5　　　22　　　29

180　　　180　　　250　　　　40

4　　　4　　　2　　　4

40　　　　40　　　　40　　　　50

60　　　80　　　　80　　　　70

4　　　7　　　7　　　7

十。2　　1・2

3・3　　・

1・2　十・2

　・　　1・2

　。　　十・2

3・3

3・3

●

3。3

●

十

3・3

2。3

0

2・3　　3・3　　1・2　　　・

●　　　1●2　　　。　　　1●2

出現1回の種AuBerdem　le　einmahn　Aufn．　Nr．2：E㍑91り5傭‘13α’書’∫十，　in　31刀zα∫βoZ硲〃泥。ゐ～6∫十・2，

勘ツ♂♂αη〃zπ∫z‘万7zαノ伽コミカンソウ十・2，！万01L7η6ψ13α♂α加彦89rの々6　P十，　in　4：（らψ召r～4∫～プ～α十・2，

Ec1Lfπo訥♂oαぐ。♂oノ～αワセビエ十・2



280

　9．　Fε7πbrε8f〃Zε8ηεε髭αcεα」郡s8εαθα麗πεfo配α一

　　　Gesellscha麦t　（Tab，9）．

　熱帯多雨林域では熱1｝｛；特有の激しい降爾にみまわれ

る。発達した森林では一時的な多彙の降雨直も植物体

や林床に堆積した有機物によって吸収される。しか

し，伐採地の林道敷は降雨のたび毎にぬかるみとな

る。また古い林道でも排水が悪いため，凹状地に水た

まりができる。

　乃〃め1廊オメ∫∫〃～～々α68α一諏∬如6α痂〃bZ～α群落は，

このような水たまりに生育する短期1年生草本植物群

落である。シソバウリクサの一種，諏∬ゴα紹Z’〃痴傭，

ヒデリコ，アイダクグなどの草高の低い植物が生育す

る。

　水湿地に短期同生ずるこのような群落は，わが国で

は比較的よく発達し，4群落を含めアゼナ群翻の報告

がある（奥田1978）。アゼナ群団の種には熱帯地方に生

育する種が多く，したがって熱帯，愚蒙地域にまたが

って，種組成上の検討を行なう必要がある。しかし，

熱帯地方におけるこれまでの植生調査では，この種の

群落は比較的稀にしか田現していない。このことは，

年間の季節変化が少ないことが群落成立をさまたげる

大きな要因となっているものと考えられる。

10．、伽彦εs¢｛ゆε加加一Gese韮董schaft（イガニガクサ

　　群落）（Tab．10A）

　人間や車が往来する池路に接し，比較的不定期に踏

圧や刈取りの行なわれる路傍には主として多年生草本

植物による群落が形成される。Sotek周辺ではオガサ

ワラスズメノヒエ，・翫∫カαZπ〃’SP・，∫Luoη（ψ∫60”～ρノで一

∬螂など多年生イネ科植物が群落を構成している。

　イガニガクサ群落は，Sotek村内の路傍に生育し，

クサトケイソゥ，イガニガクサで区分される。中でも

イガニガクサは優馨し，黒い朱穂が臼立っ（Fig，12）。

　イガニガクサ群落の生育地は平坦ないしゃや凶状の

地形をなし，土壌はわずかに湿っている。クサトケイ

ソウやハスノハヒルガオの侵入もみられることから，

群落の立地はハスノハヒルガオ群落に隣接する，土壌

の柔らかい肥沃地と判定される。

　1玉．癩［ε7πosαP配4εcα一Gesellschaft　（オジギソウ群

　　　落）（Tab．10B）．

　東南アジアの熱帯各地の路傍…に最：も多いオジギソウ

の群落が，Sotek郊外の覇道ぞいに生育している。オ

ジギソウが優占種となり植生高は100cm以下である

が，植被率は高く80～100％に達している。他にフタ

シベネズミノオ，シマスズメノヒエなど路上雑草も混

生している。

　オジギソウ群落の生育立地はイガニガクサ群落より

も蛇燥した，貧養条件の土壌で，日照条件がよく，し

かも刈取りや路圧の影響がより頻繁な立地に生育して

灘
　　覆

麟 鞠

謬

《輔

　　　　　轄懲繕；　　襯躍

　　　　　Fig。12　路傍雑草群落のイガニガクサ群落

伽よ～∫岬～勲z－Gesellscha｛t　auf　der　Wegseite（60m銭．　NN）．

鷲

曝

灘

鮮、

騒聡
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Lfd，　Nr．：

Fe1（玉一Nr．＝

Tab．16　理yμガ∫αψ加∫α一Gesellschaft（A），　M伽05α♪μ読‘α一Gesellschaft（B）

Datum　d．　Aufnahme＝

イガニガクサ群落（A）およびオジギソウ群落（B）

　　　　　　　紮灘　　…

Exposition

Neigung　（o）：

Gr6Be　d．　Probeflache仙（m2）l

H6he〔L　Vegetation（cnl）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1；

調査年月日

方　　　　三

二　　　　斜

調　三面　積
植　　生　　高

皆既被　帯
出　現種　数

1

BS
94

’79

12

13

20

100

98

10

A
2

J

15

’80

12

29

S

15

8

90

80

15

　　　　　B

3　　4　　5　　6

J　F　BS　SO
！3　　2　　10　　3

’80　　’80　　’79　　’80

12　　12　　12　　12

29　12　　1　　13

10　　8　　6　　20

50　　100　　　25　　　80

60　　　80　　100　　　95

7　　12　　6　　10

Trennarten　d．　Gesellschafl．：

　H＞ψ彦ガ∫6＠露α‘α

　Rz∬碗02「αノb癬4α

　M2♂α5ω〃’αφ’ノ～8

Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　助。ノリゐ。々‘5読’αノ～48ノ幽

　M〃ノzo∫αρzκZガ‘α

　BZ忽η～θαゐαz5αノπ旋1u

Arten　d．　Wegrand－Gesellsch．＝

　翫功α伽ノμcoηブz‘9α☆‘〃z

　ぬ吻Zz〃ノz　sp．

　ハ売ノブ流8η」∫αμあα診α

　五壇0η0μ6∫ω〃ψノで∬」‘5

　黄〃め1僧∫5オ1ゾf∫読C1～．o’0〃～α

　C1・ααZα7・ノα∫か・ぬ’α

　ρy50ρ1老ゾ♂ααz〃8ガα‘Z砿α

　α紹sp．

　3’ぬαα躍α

Begleiter；

　z〃ψ81¶α診α（yゴπ4ノ弓ガ。α

　ノ19αη彦～〃ノzご。ノリノ悠。ガ4θ5

　乃ψθノ’α読〃zα4ηz

群落区分種

　イガニガクサ

　クサトケイソウ

群落区分種

　フタシベ不ズミノオ

　オジギソウ

　タカサゴギク

路傍雑草群落の種

　オガサワラスズメノヒエ

　ハスノハヒルガオ

　チヂミシバ

　テンツキ

　オオバボンテンカの一・種

随伴種

　チガヤ

　ムラサキカッコアザミ

3◎3　　3●3　　1・2　　　．

1十・2　1・2　　・：　　。

…十・2十。2　・：　。

●

●

●

●　　　　。　　　　・　　　2。2　　．　　」．。2＝

…　　　　　　　　　　1●　5．5　　5・5…

・　　十　　・　…2。2　・　　十i

4・4　　3・3　　4。4　　3。3　　1●2　　十

●　　1．2　1●2　　。　十●2　牽．2

2。2　 1●2　 1●2　 1・2　　　　　　●

・　十・2　　・　十・2　　　　　十

・　　・　　十　　1。2　　　　・

…　　　　　　　3。3　　　　・

・　1・2　　・　　。　　　　　。

●　　　　　　　・　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　○

●　　●　　・　　・　　　　1。2

÷・2　1●2　十．2　！。2　1●2　1●2

1●2　　十　　　●　　　。　　　。　　1・2

　・　　十　　・　　十　　・　　・

出現1回の種Auβerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．1＝ゐα彫α7～αα6z‘Z6α’αランタナ十・2，卿Lツ♂♂α麗1耀5／zケz‘々

＋，D’9露α’毎sp．＋，　in　2：qy・♂・∫α・z‘∫z〃～∫診z・∫＋，　Vf彦躍ρ∫朋α’‘z＋，　V18ηzω廊。∫・281襯÷，　in　3：

卸し：yZ♂α舵1LZ‘∫z〃幽∫ηα2ゴαコミカンソウ十，　in　4：1ヲ三α∫召。伽5♂r∫10うz‘∫十・2，＆7～8c’o∫oノ～ご1～．のZ々‘∫ウスベニニ

ガナ十，B♂z‘η～θαsp．十，　in　6：B認ωz5♪∫Zo5αコセンダングサ十・2

いる。Sotek村を中心に，一部は20～40km．奥地の村

道ぞいにも帯状に生育している。

　12．Erαgros舌ε8ππεoZoε4es一ερoroboJω8　dεαπdθr

　　　織ese蕪schaft（Tab．11）．

　常に人間の踏圧下にある道路上の踏跡群落は，気候

帯の別をとわず成立する。地．球上で最も発達した熱帯

多雨林も，極寒の針葉騰林もその代償植生の踏跡群落

の相観は互いにきわめてよく類似している。

　Sotekの集落周辺で記録された踏跡群落はフタシベ

ネズミノオ，オヒシバ，E勉9γ05薦Z‘加oZO認郡およ

び路傍雑草のノ1κ伽0幽∫ωノノψ1で∬Z‘∫の4種の常在度

が高い。これらのイネ科植物は，叢生形をとり，群落

高は5～25cm（平均20Cm）ときわめて低い。適度

は植分により異なるが70％を越えない。また出現種数

も3～8種と少ない。

　Emgro∫彦∫5　Z〃zfoZof4θ5一助αりうoZπ∫読απ幽・奪洋落は

3個の下位群落に区分ができる。シマニシキソウ，コ



Lfd．　Nr．＝

Fel（レNr．：

Datum　d．　Aufn．：

H6he廿Meer（m）：
Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

Hδhe　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

A■tenzah1：

Tab．11　乃一α9γ05診f5πノ～ゴoZofぬ5一助。プ。うoZπ5読απ漉r－GesellschafL

通し番号
調査番号

調査年月日

海　抜　高’

調査面積
植　生　高

全植被率
出現種－数

1　　2

BS　H
20　10
’79　’80

12　12

2　28
－　 20

6　20
20　25

30　50
5　　3

3456789101112SOBSBSBSBSBSBSBSSOBS
1　　108　　109　　　2　　　98　　　1　　　　3　　　16　　　2　　　　6

，80　　，79　　’79　　，79　　，79　　’79　　’79　　’79　　，80　　’79

12　　　12　　　12　　　12　　　12　　　12　　　12　　　12　　　12　　　12

13　　　13　　　13　　　】．　　　13　　　1　　　1　　　2　　　13　　　1

40　　　一　　　一　　　一一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　40　　　－

4　　　20　　　14　　　2　　　5　　　2　　　2　　　5　　　6　　　20

15　　20　　20　　10　　20　　　5　　　10　　20　　10　　30

30　　　60　　　70　　　35　　　60　　　40　　　40　　　30　　　60　　　40

13

H
8

’80

12

28

35

5

20

40

5

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　勘0ブ0うoZπ5読απ漉プ

　EZ8π5加8∫η読。α

　Erα97η∫診f5～耀foZo’漉5

Trennarten　d．　Untereinhei宅e聡：

　Eτ4》1zo2わfαsp．

　PIZメZαη銃π5　z〃層∫ノzαがα

Trennart　d．　Untereinheit：

　Pα∫ρα伽〃3coηLノπ9磁τ6〃三

】3egleiter＝

　Aエ0π0ρZ4560〃ψノで∬π∫

　Mゴη～05αρ～‘読‘α

　瀦〃めノゼ∫彦メ’5漉‘110診。ηzα

群落区分種

　フタシベネズミノオ

　オヒシバ

下位群落区分種

　シマニシキソウの一’種

　コミカンソウ

下位群落区分種

　オガサワラスズメノヒエ

随伴種

　チヂミシバ

　オジギソウ

　テンツキ

2．2　 1●2　3。3　2●2　3●3　1。2　3・3　十。2　 1。2　2・3　2●2　2●3　十・2

2●3　3●4　1・2　1。2　1・2　1・1　2・3　十。2　2●2　1。2　　●　　3●4　3・3

十　　　●　　　●　　3・3　　2。3　　1。2　　十　　 2●2　　2●3　　1。2　　3●3　十●2　　。

・　　。　　…　　　　　　　。　：十　十●2　十　 2・2　十：　十　　・
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

・　・　・　…　　　　ヒ．一一一．1一＿一±一．一一↓夕2＿ナi　・　・

…　　　　　　　●　　●　　。　　。　　…　　　　　　　。　ほ。2十。2i

1●2　　1●2　　1●2　　2・3　十。2　　3●3　一←●2　　3．3　　2●2　　1・2　　2●3　　2。2　　1・2

・　　…　　　　　　　　●　　。　　。　　・　　．　　・　　十　　・　十・2

●　　●　　●　　●　　●　　●　　十　　 9　　●　　一←　　・　　。　　●

出現1回の種AuBerdeln　je　einmaBn　Lfd．　Nr．1：q自照∬o如π4μ∫ハマスゲ十・2，　in　12：君妙1zoプうfαsp．・・イニシキソウの一種3・3，　in　10：Boププ8r酸sp．十，

in　12：E／ug7’05’∫∫sp．＋

鵠
bσ
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藷麟紬・

．。＿蕊

内糠’

お　ノ

灘蕪
　　　再

箆滋灘

雛灘・

舅

’寒驚

　　　Fig．13　路上三物群落の調査（Sotek村）

Bei　der　Aufnahme　einer　Trlttgesellschaften（20m慧．　NN）．

Lfd。　Nr．：

Fe】d＿Nr．：

Tab．12　G曜α∬o¢ρ1如Z～♂〃’ごノで♪ど読。’鋤∫一Gesellschaft

　　　　　ベニバナボPギク群落

　　　　　　　通し番号
　　　　　　　調査番号

Exposition＝

Neigung　（o）：

Gr6Be　d，　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetatlon（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

方　　　位
傾　　　斜

調査面積
植　生　高

全穂被率
出現種数

王

BS
80

80

60

30

6

2

BS
78

SE
15

15

80

40

7

Trennarten　d．　Gesellschaft：

Crα∬oαψ1τα伽～～πノでρ∫読。ど（た∫

　qy少8ノ層z4∫ケ～α

Begleiter：

姦3餌♂z槻coノ加9磁‘ノ刀

Dμαうαη9αη10伽。‘α㍑α

n8プ∫∫sp．

　ひπごα吻sp。

Aη≠ん。αψ加Zπ56扉2zθ刀∫ガ5

Mαε獄αη9αργz癖zo5α

調査地：林道65km地点（12．　Dezほg7g）

群落区分種

　ベニバナボロギク

　コゴメガヤツリ

随伴種

　オガサワラスズメノヒエ

3。3

十

十。2

2。3

十

1。2

●

●

3・3

2・2

十・2

十

十

〇

十

十
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ミカンソウで区分される植分は典型植分よりも踏襲が

やや弱い立地にみられる。オガサワラスズメノヒエ1・

位群落は，もっとも踏圧の少ない路傍に近い立地に成

立する。

　Sotekに．おける，E／u91℃漉5　z‘癖oZoピ漉5一趣＞oノηゐ。♂～’∫

読α翫経距群落はわがli辰1の沖縄列島の踏跡群落のシマニ

シキソウーネズミノオ群集（Mlyawaki！964）に対1聾

する植生単位である。

　また小笠原で記録されたフタシベネズミノオ群落と

共通するものと考’えられるが（大場・菅原1977），組成

表の提示がないので確定できない。これらの地域の出

現種の類似駐について分類学的な検定が行なわれれ

ば，群落単位の共通性が明確となろう。

　13，αα880cεPんα伽7πcr¢P’dεo掘θs－Gese1叢schaft

　　　（ベニバナボμギク群落）（Tal）．12）．

　Sotek奥地約40～50km付近は，伐採にともなう裸

地が，林道ぞいに点在している。とくに林道の改変や

補修などによって森林土壌の堆積が起る。このような

立地には1年生草本植物のベニバナボロギクやコゴメ

ガヤツリが侵入し，小規模な群落を形成している。

　ベニバナボロギク群落は構成種が6～8種と少なく，

ベニバナボPギクが植被の大部分をしめる他はとくに

特徴的な種類は見出せない。裸地にいち孕く生育する

Z）”αろαノ～9α〃～o／～καz〃‘～やん～〃～oαψ1～α／～’∫ぐ励～6〃∫～∫

の芽生えがみられる程度である。

　ベニバナボワギクはわが国では森林伐採地に｝土1現

し，ダソドボロギクと共に伐採跡地群落を形成する。

熱帯多雨林の伐採地では，陽生の木本植物の再生が早

いためか，わが国におけるような群落形成はSotek付

近ではみられない。

　14．　汲rπαrαπ♂hπ8frεcoZo｝・f．επαη葛。θη切s－Gesell－

　　　schafも　焼丈潤圭也奈佳草：看羊落　（Tab．！3）．

　熱帯農業の一形態として，最も特徴的な焼畑経営は

現在バリクパパン周辺でも一般的に行なわれている。

Sotek地区に限っても，集落から10～20kmの範闘には

焼畑経営のさまざまな植生相が観察される（Fig．14）。

　調査時期の11～12月に々ま，すでに焼払われた山腹で

は稲もみの播種が行なわれており，一部では高さ

0，8m内外に生育している。トウモロコシが混緬され

オカボ単播の場合はむしろ少ない。

　焼畑地にみられる雑草には，オガサワラスズメノヒ

エ，乙ッg畠。‘～～～〃〃ビ～’τ：’ノ〃κぬ〃〃，ウラジロエノキ，ハスノ

ハヒルガオ，（ろψθ甲榔Sp．，エダウチチヂミザサ，クサト

ケイソウ，0ノ〃αア閥α〃〃～～’∫♪砂～4〃α∬など種々雑多な植

物の芽生えが散生している。これらの大部分は，路傍

雑草や，陽樹の芽生えであり，固有の畑地雑草として

は（ろ脚’層榔捌α，エダウチチヂミザサ，ル〃αノ繊オ1耀5

’1・～ぐoZor　fゴ〃α〃～06ノ～’ご∫などわずか数えるほどしか出現

議

離職顯

欝嚢臨譲

『噸畷

讃欝：欝

　　　　驚響難・

　　　　　鐵、
　　紺　灘・
　・：矯轟、

・．Q馬灘、

麟

　　　　韓

Fig．14焼畑の相観，森林を焼き払い陸稲やトウモロコシが槙えられる（Sotek）
　Die　nach⊂lem　Brand　1｛ultivierte　Flache　mit　den　jungen　Relspflanzen；

　01ツ競5漉搬und　Mais；Z忽〃zの，5（150m慧．　NN）．
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しない。これは，曝本のように長い間にわたって定期的

な集約管理が行われている畑地雑草群落（Miyawak1

1969）との，畑地の管理や利用期間の長さの差による

ものと考えられる。

　群落表では五8θααα．磁α’α，キュウリ，131‘α∬如sp．，

センナリホオズキの⊥種などを区分種としてゐ66α

αα磁α如下位区分が可能であるが，この下位群落は起

伏のはげしい傾斜地の谷部の栄養塩類や水分条件に恵

まれた立地に生育している。

　焼畑は立木の火入れに，よってそれまで蓄積されてい

しf（1．　Nr．：

Feld＿Nr．

DatUm　d，　Auf11．（1979）1

た多くの有機物を急に分解流亡させ，地力ははげしく

低下する。燃焼によるわずかばかりのカリ分の供給の

他は肥料の供給も行なわれないため，農耕は1～2シ

ーズンの利用にとどめ，放置し数年ないし，10数年後

にふたたび焼いて利用される。したがって焼畑地特有

の雑草も大部分は再生二次林構成種の芽生えでありご

く少数種に限られる。

15．孟9εrαオπ7πcoπ〃20εdes－Gese猛schaft（ムラ唄

　　キカッコアザミ群落）（Tab・！4）．

Tab．14　〆196ノ冨’〃〃6θノリ，酵。～‘あ3－Gesellschaft

　　　　ムラサキカッコアザミ群落

　　遊　し　番号

　　　　査番号

EXPosition：

Neigung（0）：

Gr6Be（L　Probeflache（m2）＝

H6he　（玉．1くrautschicht－1　（cln）＝

Decktmg　d．　Krautschichト1（％）＝

H6he　d．　Krautschicht－2　（cm）：

Deckung　d．　Krautsc1、icht－2（％）：

Artenzah1：

査　月

方

傾　　　　斜

調査　’
草本第工摺の高さ

草本第1層植：被率

草本第2層の高さ

草本第2層植被率

　　歯種数

1　　2　　3

BSBSBS
85　89　97

12　12　12

12　12　13

80　32　24
50　　100　　170

85　45　90

30　30　20

30　70　30
9　　！1　14

4

BS
18

！2．

2

S

5

20

50

60

30

20

エ2

5

BS
！7

12

2

S

5

20

25

40

11

Trennart　d。　Gesellschaft：

　擁981噂αオz〃πcoノリ驚。～‘Z郡

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　卿～α∫60♂z‘5盟∫♂9’α1¶～5

　ハ売Zα∫彦。〃～α‘げ1〃‘ヲ

　C1エz∬o‘ψ1～α♂z〃ノ露αでμ‘～～o’‘た5

　廊∬∫αβ∫αz∫π施z’α

　ムfαπ〃ZO’Z緒～Zゴ∬’ノ2£α

　A謁0／ZOρZ‘∫CO〃ψノ’θ∬～‘5

　1ヲリlzzα〃ご1z～．‘5　z〃’加αノゴα

　▽セノフ～0ノ～ガαζゴ〃8ノぞ召

Begleiter：

　姦砂α♂～〃厚60ノψ！9α々．‘〃’

　＆0少αノ’ピα4Z4Z6ガ∫

　vαノ24〃∫αsP．

　Hβψ・々∫sp。

　E〃z漉α∫oπ6んゲb〃‘‘

　βoηで1ゴαsp．

群落区分種

　ムラサキカッコアザミ
h｛立君羊幸客優ζ交〉長渕

　インゲン

　ベニバナボロギク

　キャッサバ

　チヂミシバ

　コミカンソウ

　ムラサキムカシヨモギ

随伴種’

オガサワラスズメノヒエ

セイタカカナビキソウ

ウスベニニガナ

K2

　　K王

　　K2

　　K2

　　K2

KIK2
　　K2

　　K2

　　K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

2●3　　2・2　　2。2　　十　　　 ●

2・2　3。3：　　。

十。2　1・1i　・

1・2

1。2

■

十i　。

十：

●　　　　…

●　　　　　　　o

●　　　　　　　●　　　旨

2・2

●

o

●

4・4

十

〇

■　　　　　　　　o

o　　　　　　　　o

o　　　　　　　　o

●　　　　　　　●

o　　　　　　　o

o　　　　　　　●

　o　　　　　　　o　　　　　　　o

5。4　4●4　3●31

；十・2　1・2　！・21

2。2十。2　　十i

＋　＋　＋i

1・2　十●2　1。2

十　　・　　。

。　　÷　十。2

。　　十　　十

。　　十　　十

。　1・2　十

出現1回の種AuBerdem　le　einlnahn　Lfd．　Nr。1：C～’αfノ廓55α譲7z’∫キュウリ　5・4，　E読加0611Zoαご。♂07z∫α

ワセビエ1・2，αか・‘〃z‘∫w‘～9α1・15スイカ2。2，三n2：∠生〃～α’・α〃疏♂’ぶ〃㊧oZo’・f．～ノ～α〃zo8π～‘∫2。2，！3♂z〃～6α

∂α♂3α〃」塗几z1・2，　Afz‘∬ごz8／z‘Zαノ）・o〃‘Jo∫αケコンロンカ！2，　Z）露ノ・oごψ1厩Zαか～君69’一ゲb々α十・2，沁3：F〃フzろr∫一

5り’1露〃認1曜侃ヒデリコ1・2，E／8郡加8～〃漉厩オヒシバ＋，ゐごz麗α〃召削壁θ漉αランタナ＋，　E砂／zo乃如

1Lf7『如オオニシキソウ十・2，．A〃α1zα∫灘だw∬パイラmップル十・2，　in　4：＆如’如面6窃5シンジェガヤ1。2，

乙ッgo読～4〃’6々℃’ノ～πα孟～〃π十，　in　5：Z万g露α1ゴαsp．1・2，ノ11鷹1～～∫1姶ソ）ogα8‘五ラッカセイ十・2
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab・15　Stetigkeitstabelle　der　wichtigen　Ersatzgesellschaften

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主な代償群落の総合常在度表

1：Ag’6／4α‘’〃μωηツ疋。ピ漉トGesellsch．2－3：ノ1〃’α7・αノz〃Lπ∫か一記oZoノ・f．加α〃～08／z‘‘5－Gesellsch．4－6：

cメ’〃訪ゴ6α一Gesellsch．7：B々〃ノ’8αゐα♂∫α〃’の1一α一Gesellsch．8－9：Pψθノーα漉〃zα〃ノz－Gesellsch．

Lfd・N・・　　　　　　通し番号　11　2　3　4　5　6　7
Z・hld・A・f・・hm・n・　　　調査1茎数　i56669103

1♪ノ4）8ノ’α彦α

8

5

9

4

Trennarten　d．　Gesellschaften：

．Ag8ノ¶α彦～〃π60πツ£0ガ6塗∫

％ノブZOπ∫α　Cガπ61・6α

ム謬0／Z（ψZ‘∫CO〃ψノrθ∬Z45

λ44ノ～〃ZOオ　π距々∬かノ～α

0ノ＝y之α5αご加α

z8α7ノ婬y∫

孟〃Zαノ「α〃〃μ‘∫〃・∫60♂0，・f．

群落区分種

　　ムラサキカッコアザミ

　　ムラサキムカシヨモギ

　　チヂミシバ

　　キャッサバ

　イネ

　　トウモロコシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ノ．ZごZノノ’081ZZ‘5

（塑1z∫09♂o∬～〃ノみノー8”α4αオz‘〃」

50Zαノzz‘〃’　sp．

rソ～ツ∫αZ奮sp．

飾6ら∫o々∫　sp．

q）少。・’ど45sp．

C〆α∬o（＝6♪1LαZz‘ηzご1一｛ψ∫読。ゴ漉5

卿Lメ♂αノzぬz6∫　～〃ゴπαア・∫α

ぬ∬耀0／rαノわ8’∫漉

瀦〃めア層ど5ち♂∫∫読ご1ZO孟0η～α

義yαψ06みZ‘〃Z．‘8ノブZZ‘Z〃π

αノ～オ0擁8CαZα箆ρ‘〃～α（28α

▽セ1フZOπガααノーゐ0ノ・8α

E～ψα’0万Z〃〃04∂ノ「α々〃π

翫zκ♂8αsp．

2＞ψゐブ0♂ゆ∫5ゐ～38ノ・ハ■’α

v廊召灘ノ）∫ππα’α

Cゴ2¶’oご06cα〃πρα’θノz∫

盈α‘5sp．

ハ4々〃0伽5ηZ∫9μ8♂～αノ～郡

7｝一θ〃彦α　07・ガθηオα々5

ム（招α　ααぜl16α孟α

五励加sp．
MαCαノrα刀gαメη・Z拡η0∫α

勿90漉π〃Z｛⊃カ・‘ゴノ〃ZαオZ〃π

＆♂召rどαz8η～5

ノ晩♂α舘0ノπααがπ8

BZz〃ノz8α6αz5α2πヴ診1rα

P㍑5ραZ〃π‘0ノグμ9乙ZオZ〃π

1ノノψ8ノ』αオαcツ〃π諭ぜ。α

C夕40∫o’一z45」〃z露z‘5

・疵ノ’”8〃παρ8あ‘z∫ζz

、乙α1z’απααα48α‘α

Pψ8ノ’α4z〃～‘γ～〃ノ1

0ノ〃α♂α〃孟んμ∫カ。μイ♂ノzα4∫

C扉ZfcαノψαZOηgヴ～｝飯Z
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八難。αノz彦んπ5sp．
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　Sotekの農耕は焼畑による稲作のかたわら民家に接

した小規模な畑地でわずかな疏菜類が栽培されてい

る。耕作作物はキャッサバ（タピオカ）が最も多く，

他にインゲン，キウヲ，スイカ，サツマイモ，ラッカ

セイなどがみられる。

　耕作畑地の雑草ではオガサワラスズメノヒエ，ムラ

サキカッコアザミ，チヂミシバ，ムラサキムカシヨモ

ギなどキク科，イネ科植物の生育割合がもっとも高

い。さらにVαπ漉躍α，コミカンソウなどゴマノバグ

サ科，トウダイグサ科の植物も生育している。得られ

た植生調査資料からは焼畑地雑草との区分種としてム

ラサキカッコアザミ，ムラサキムカシヨモギ，セイタ

カカナビキソウが区分種となった。さらに，インゲン

の畑地では1晩」α∫孟。η雄ψ1π8，ベニバナボロギクが

生育し，キャッサバ畑ではチヂミシバ，ムラサキムカ

シヨモギ，コミカンソウが出現し，さらに多くの雑草

が生育する。キャッサバ畑の出現種数がインゲン畑よ

り多いことは，主として作物の生育形によるものと考

えられる。

　わが国の耕作地雑草との共通種にはムラサキカッコ

アザミ，ムラサキムカシヨモギ，ブクリュウサイ，コ

ミカンソウ，ワセビエなどがある。したがって沖縄地

方の畑地雑草群落のツクシメナモミ群団との共通種に

ついて今後検討する必要がある。

　2．植生配分

　Riko　l【1にそって位置するSotek村から，伐採用の

林道で70km奥地の伐採現場まで，現在さまざまなス

テージの代償植生が生育している。林道70km付近の

キャンプPemantus周辺には31LOプ6αspp．を主とする

高さ40～50m熱帯多聞林が発達している。林道付近に

はおもに森林伐採によって，一時的に発達した伐採跡

群落，法面群落，陽生二次林などで構成される代償植

生群がみられる。

　一方，Sotek村は古くから焼畑経営による零細な農

業を主とし，長い間火入れや耕作管理がつづいてき

た。したがって，この付近には火入れによって成立し

た草原や二次林，耕作地雑草，路上や路傍雑草などの

人里植物群落など多様な代償植生がみられる。

　D　林道ぞいの植生配分

　現在伐採が行なわれている付近ではまだ二次植生の

再生が十分ではないが，伐採後10～15年経過した林道

ぞいにはいくつかの代償植生が二次的に発達している

（Fig。15）o

　斜面部に造成された林道の下部は上方からの水分や

栄養塩類が流入するため，二次林の発達がよい。

1）雌δαπgα胃4π漉。‘8ρ11α伽5群落の林分は，大部分がこ

のような立地にみられる。この群落の前面はVitaceae

を主とするつる植物によるマント群落でおおわれてい
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る。

　一方法面の上部切土の部分は表暦土が削り取られて

乾陸，貧養な状態にあるため，二次林の発達は悪く，

林縁から道路に向ってZ〃ψω掘α群落，瓦㌍「091uη””α

群落が配列している。降に林縁部にはコシダやβZ861レ

ア～κノ〃の帯状群落も見られる。林道のわきにはG「α∬o一

αψ1ZαZZ〃η群落が盛土上に，水溜りにはR砂αZ’〃ノ～，

Aκoη砂榔，諏∬彪侃などの草本植物群落が生育する。

　以上のような植生配分は，Pemantusに通ずる林道

の15km付近から60kmまで連続して出現する。通行

を中止して10年以上を経過した林道ぞいの法纈は
D～‘α枷ノzg’αアπo♂zκ6απα一ノ1η‘1zoαψ11αZz∬611加ε〃∫ゼ∫群落

をはじめとする高木性の二次林でおおわれ，草本植生

域は狭められている。しかし尾根筋で風当りの強い習

性立地や，擬乱のはげしい立地ではZ〃ψω厩α群落が

まだ残存，生育している。

　2）焼畑の行なわれている地域の植生配分

　Sotek村を中心に，約4～10kmの半径をもつ範囲

は，古くから焼畑経営による農耕が行なわれてきた。

現在，この範囲内には高木林の自然植生は残存せず，

大部分の森林は高さ8～15m内外の二次林で，ごく稀

に水路付近に30mを越す高木が単木状で残存するのみ

である。

　二次林の主要な群落はPψ81噂α4’‘〃α〃μ才洋落で，焼

畑地に接して広く分布し，この群落が焼畑を停止した

あとに再生した二次植生であることは容易に推定され

る。費ρβノ’αぬηα〃〃群落は古い林道にそって細く帯

状に10～20km奥地にも生育している。

　Sotek村付近には1972年頃より植林が試みられてお
り，　ノVゐ寡ご’αプをzZCα’α，（）（ゾZノリ〃～αZαgOメ》μ∫，2P”’Z4∫　00‘α！》α

などが植栽されている。湿る頗α勲磁彪は中生立地

に，α1z1’o〃zα命go少μ∫をま谷部に，それぞれ植栽され，

生長もよく，高さ20mに達する林分が多い。林内は

貧ρ81’αぬ〃α〃π群落との共通種が生育している。

躍甜∫oo6砂αは尾根筋などの軌生立地に植栽されて

いるが成績はきわめて不良である。なおこの付近では

ゴムやアブラヤシのプランテーションは殆んど行なわ

れていない。

　焼畑は面積約10haの広さで各所に点在している。

地形的に傾斜角20。内外の傾斜地が焼畑とされてお
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り，陸稲，トウモロコシが混植されている。雑草の生

育は斜霞の上部よりは下部の方がよいが，その植被率

は一般に低い。

　焼畑放棄後に発達するチガヤ群落は焼畑地に接して

存在するよりも，互いに離れた場所に泣慨する場合が

多い。隣接する村にもチガヤの草原がラテライト土壌

上に広がっている。

　集落周辺には小規模に耕作地がみられ，キャッサバ

や，インゲン，キュウリなどが栽培されている。耕作

地雑草はムラサキカッコアザミ群落としてまとめら

れ，焼畑地雑草と多少構成種を異にしている。

　マント群落のM6ブr8ノ加αρ読α如群落と耕作放棄

地雑草群落の．B♂ε4〃～郎侃Z5α〃Z旋ノ層α群落はともセこ生育

地が一般に斜面下部の肥沃地にみられ，耕作畑地雑草

群落の遷移の進んだ相と推定される。

　同様に路傍雑草群落の助傭αψ加彦α群落，路上

のE搬gro5’∫∫Z〃～’0∠0∫46∫一助0加加」π∫読α〃4θr群落

なども住民の往来する道路や集会場の広場に集中して

発達している。

　村内を流れる水路や湿地には㍑〃〃zo訪αプ∫∫ノZατα一

RILツノZ6ho∫ρ0㍑‘0ノフ〃～ゐ05α群落や＆Z8r1αZ8U∫∫の湿

生草原がみられるが，これらは多かれ少なかれ人為的

な影響を受けている。集落の大部分は樹林でおおわ

れ，遠方からは二次林または自然林の一部と見誤るば

かりの相観を示している。実際にはDz4ブfo，　Coco5

π・κ｛妙α，Mα・・9旅・u，八目偲・PP・，み吻・αノ伽5など

の果樹で構成されている。なおBalikpapanからBe－

ratus山にかけての植生についてはlwatsukiら

（1980）によっても報告されている。

　3．代償植生の遷移

　熱帯多爾林の原生林に接した代償植生の遷移は外見

はきわめて速い速度で行なわれている。51zor8α林の

伐採地では林道にそってノ17勲。砂1～α♂z‘∫，ル月曜研gα，

Dμαゐαπgαなどが一斉に発芽，生育し，わずか5～

6年で10～16mの陽生高木林が発達している。また集

落周辺の耕作地でも耕作停止によって，いち早く，高

茎のキク科植物が繁茂しはじめている。

　しかし一方では焼畑地からの遷移棚と考えられるチ

ガヤ草原は，出現種のきわめて少ない単調な種組成で

持続し，容易に低木の再生がみられない状態にある。

　1）　自然植生残存地域の群落遷移

　511α願林の伐採地での人為的な影響は植生に対し

きわめて直接的である。Pemantusキャンプ地では現

在，有用材（現地語でMelanty　Mera，　M．　Putih，　M．

Coning，　M．　Bati，　M　Mersipot，　Nato，　Paro　Paro

など）の択伐が行なわれている。伐採の対象は胸高直

径0．8m以上の大木に限られている。したがって，

ha当り1～2本目か伐採木は見出せない。現在の択

伐方式では森林の組成的な破壊は意外に少い。しか

し，これらはいずれも樹高50mを越す巨大な樹木であ

るため，伐採や搬出のやりかたによっては，かなりの

部分の植生破壊が行なわれる。

　択伐が行なわれたところの跡地は残存の高木と，そ

れにまつわる籐本植物でしめられる。林床植物の中で

大部分の低木はすでに生長を開始しており，草本植物

の種類相も原生林内のものと共通している。

　しかし，林道ぞいの除地や広く伐開されたところで

は一時的にベニバナボロギク群落となる。ついで前述

の・肋疏α砂んα鍬∫の陽生高木林がいち早く：再生して

いる。植物群落の記述の項でも明らかなように，立地

条件によって，先駆植物の発達の程度も異なり，一般

に林縁部の凹状斜面でよく，法面切土や林道敷などで

は遷移はきわめて遅い。法面のギンシダ群落の立地は

地形が人為的に改変された不安定な傾斜地であるた

め，んz漉。妙1認～ご∫林への遷移はなかなか進行しな

いものと推定される。

　2）焼畑が頻繁に行なわれる地域の群落遷移

　Sotek周辺部は人間の様々な自然利用によって各種

の植生が一地域に集中している。火入れ，耕作，踏

圧，刈取りなどの人為的要因は，これを継続すること

により持続群落としての雑草群落が存続する。しか

し，焼畑や耕作の放棄など，人間の干渉の停止によっ

て，遷移が開始される。

　耕作地にはキャッサバを主な作物とし，数種の野菜

が小規模に栽培されている。集落周辺の庭や小草積の

畑地には好窒素性植物のムラサキカッコアザミ群落が

発達している。また，焼畑地の場合でも，丘陵の脚部

の富栄養地にもよく似た植生がみられる。耕作が停止

された畑地はB如π8αゐαZ5αノπ醜7’α群落となる場合が

多く，高張の草本植物の優占する植生が一時的に畑地

をおおう。しかし，同時に陽樹の芽生えも多く，数年

で陽生二次林の乃少びαぬ刀α‘〃Z群落に遷移するもの

と考えられる。やや陽性な立地ではMαγ8〃磁ρ読α彦α

群落を経る場合もある。このように比較的富栄養な立

地では1～2年生草本植物群落からただちに低木林へ

の遷移が起こるとになる。

　一方，焼畑耕作によって有機物に富む森林土壌が流

亡した立地では，一時的に・4〃～αノ闇απ孟1z螂か廊。♂o’層群

落が成立する。耕作放棄後はチガヤ草原となり，一時

的に安定した植生として存続すると考えられる。この

ことはSotek付近に限らずBal玉kpapan郊外にもき

わめて広大なチガヤ草原となり，群落内には樹木の幼

木がほとんど鐵現していない事実からも推定される。



チガヤ草原の二次林への復元の速度は，焼畑の面積に

も関係すると考えられる。いずれにしても，窺ρβノ弓

α伽η6〃μ群落への復元には立地の栄養条件によっ

て，時間的な差があることは明白である。

　以上のように同じ代償植生域でありながら択伐地域

と，有機質が火入れで完全に流亡した地域とでは，群

落の種類はもとより遷移の道すじや速度に大きな違い

があることが判明した。焼畑地域には原生林が残存し

ていないため，二次林以降の植生遷移については未解

決の点が多いが，これらの立地への人為的の違いが，

それぞれは潜在立地能力に質的な差を生じる可能性が

あることは十分推定される。

摘 要

　1979年12月と1980年12月の2回にわたり，東カリマ

ンタンSotek周辺（Balikpapanより西北約15～100

km）で植物社会学的な植生調査が行なわれた。熱帯

多雨剛域の代償植生として，二次林，林縁植生，草原

植生，路傍・路上植生，耕地雑草群落などについて調

査が行なわれ約300の植生調査資料をもとに以下の14

群落が明らかにされた。

二　次　林

　D媚うαη9αノπoZzイご・αノzα認ノz’1z・6ゆ肋zμ5　c痂’z8π5∫5

　群落

　乃ρ8”αぬノ～cz〃π群落

Oclzプ・〃露α！α9（脚5（バノレサ）植林

草原・多年生草本植物群落

　ル勧惚1加αρθ傭彪（ハスノハヒルガオ）群落

　五廻α5’o〃鵡聯伽一かψびα忽ごメfπ謝傭（チガヤ）

　群落

　Cケ‘oωご。π〃ψα‘8那（ヒメチゴザサ）一B伽ノπ6α

　ろαZ∫α班碑，’α（タカサゴギク）群落

㍑脚9’u〃〃・・α励・…1α・…（ギンシダ）群落

湿生地植物群落

　窟〃魏。訪αrご5プZαηα（キバナオモダカ）一R1り〃z‘ん。一

　ゆ0「αご0ノツ”め05α（ヤエヤマアブラガヤ）群落

　黄〃めプ醜露5〃呂漉αc雌（ヒデリコ）一海∬∫α8αZ加一

プb磁群落

路傍，賂上植物群落

　H砂薦。砂が嬬α（イガニガクサ）群落

　M加05α餌4加（オジギソウ）群落

291

　　Eプαgro5々5～〃Z’0♂〇三4θ5－5ノ）oroみ01Z454’α’Z4θブ（フ

　　タシベネズミノオ）群落

　伐採地，耕作地1年生雑草群落

　　Cプ｛4）ガ読α∫〃‘碑6ブ〔ψ∫読。∫漉5（ベニバナボロギク）

　　群落

　　・4〃ZαノU〃’ん螂〃廊oZO1・f．加α’π0θπ螂群落

　　五9θ窃～〃πcoπ坦。’漉∫（ムラサキカッコアザミ）

　　群落

　Sotek周辺の熱帯多雨林は8ん。プ8αを主とする森林

であるが，有用材の伐採によって破壊が進行してい

る。残存高木にはつる植物が蔓延し，ジャングル状の

相観を呈している。

　伐採跡地や野地化された林道ぞいにはD斑ろ齪9α…

Aπ疏0αψ1認κ∫群落がいち早く形成される。この群落

はZ1π疏。α4）1zαZμ∫‘1z加θ〃∫f∫，ひπcαがαspp．（アカネ

科），Mαぐαプαノzgαρη’加05α，α‘・〃z8Z855～姻α’ノ’αηα，

ル配ZO旗5　sp．（トウダイグサ科），　D～雄δαη9αηzoZZ‘一

むCαπα（マヤプシキ科），乃℃Z45～〃κ加雄α（クワ科）な

ど，陽生で生長の早い植物で構成され，復元は比較的

早い。しかし林道ぞいの不安定な法面はしばしばPf一

’）〃’092’α〃〃槻‘α♂0ノ〃♂αη0∫群落が生育し，遷移は余

り進んではいない。

　一方，Sotek村の周辺域は過去いくたびもの焼畑耕

作がくり返された結果，地力が低下し，現存の植生は

単調である。二次林にはPψ群αぬノ～α〃π群落が3～

6mの高さで生育し，ときに窪田岸θ〃磁ρ読α∫αのマ

ント群落がみられる。焼畑を放置した場所はMぬ一

5彦。η鵡峨腕幽1〃ψ6rα∫α6メ加州廊α群落（チガヤ草

原）が広がっているが，群落構成種はきわめて少な

い。道路わきには助薦αψガ∫α彪や　ハ4「fη露。∫αρ㍑・

漉6αの群落がみられ，路上にはEプαgro∫薦Z磁∫oZOム

漉∫一門0ブ0うoZ螂読απ4θ1’群落が成立する。低地の水

辺にはL∫η班OCILαr∫∫ノZαηα一Rんツ丹CILO5♪0プαcor），7πう0一

∫α群落が岸部をふちどって生育している。集落には

キャッサバや疏菜が栽培され，耕作地雑草群落の

〆19θr磁〃μωπ欝。∫漉5群落が生育する。焼畑地には

畑地特有の雑草は少ない。

　原生林周辺域と，焼畑が行なわれている地域とで

は，代償植生の種組成，出現種数，群落数など様々の

点で異なっている。立地の潜在自然植生への遷移（復

元）の速度は火入れによって有機物の流亡した焼畑地

域ではきわめて遅いものと考えられる。
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                                  Zusammenfassung

    Im Dezember1979 und1980 wurden zwei pf]anzensoziojogische Untersuchungen in der Umgebung

 von Sotek, Ost-Kalimantan, etwa ls bis 100km NW von Balikpapan durchgefUhrt.

    Wir haben tiber 3oO Vegetationsaufnahmen von Ersatzgesellschaften der Tropischen Regenwtilder

 gemacht; Sie betreffen Sekundarwtilder, Waldranclgesells¢haften, Wiesenvegetation, Wegrand-Tritt-

 gesellschaften, Ackerunkrautgesellschaften und einige andere. Durch Tabellenarbeit ergaben sich

folgende Gesellschaftseinheiten als Ersatzgesellschafen in dem Vntersuchungsgebiet in Ost-Kalimantan;

 Sekundare Laubwalder und Forsten

  Dttabanga moluccana-Anthocoph.alits chiitensis-Gese]lschaft

  Ripei- adttncttm-Gesellschaft

  Ochronta lagoptts-Forst

Mantelgesellschaft

  Adleri"eniia Peltata-Gesei]schaft

Wiesen aus mehrjahrigen krautigen Pfianzen

  Atfelastoma a()C}'ne-biipet"ata c"ilin(l,'ica-Geseilschaft

  Cii-tococcttm patens-Blitntea balsamijlei'a-Gesellschaft

  A4Ivug?um?na calo?nelanos-Gese]lschaft

FeuchtpflanzengeseHschaft

  Lrlmnoch.cv"is .fZawa-Rlil>,nchospoi'a cojv;ntbosa-Gesellschaft

StraBenrand-Trittgesellschaften

  Il'3Ptis ctopitata-Gesellschaft

  A4'imosa pitdica-Gesellschaft

  lli"agrostis ttnioloides-,SPorobolits diandeJ'-Geselischaft

Kahlschltige,Ackerunkrautgesellschaften .

  Ci'a.ssocePhalitm, cj'apiclioictes-Gesellschaft

  Antaranthtts tricolor f. ･inainoentts-Gesellschaft

  Agei-atum conrv2oides-Geseilschaft

    In cler Umgebung von Sotek komihen heutzutage ausgedehnte Tropische Regenwalder vor, in

denen Shorea-Arten dominieren; die Urwalder sind durch selektiven Schlag von Nutzbtiumen (Ex-

plitation) vernichtet worden. Die Restbestancle hochwUchsiger Btiume sind von mehreren Lianen-

Arten Uberdeckt und zeigen daher dschungelartiges Aussehen.

    Entlang der nackten Forstwege durch Schlagfltichen und andere offene Fltichen l<ommt zuerst die

Dttabanga-Anthocophaltts-Gesellschaft auf. Diese Gesellscha{t wird von li¢htliebenden, raschwUchsigen

Pf}anzen aufgebaut, so Anthocephalt{s chinensis, U>ica7'ia spp., A{lacai'anga pi'ttinosa, Octomeles suma-

t7una, Mallottts sp., Ditabanga m･olitccana, Efctts ttncinata. Wo aber die Hange entlang cler Forstwege,

rutschgefahrdet sind, wtichst oft die 2idyrogramnia calotnelanos-Gesellschaft, und die Sukzession

stockt hier.

   In der Umgebung des Dorfes Sotek, wo bis heute eine Brandfeldwirtschaft Ublich ist, bedeckt

monotone Vegetation die verarmten Standorte. Als Sekundtirwald wachst eine PiPer adiincum-Gese-

llschaft von 3bis 6m H6he, manchmal mit der Mantelgesellschaft von A4erremia Peltata. Auf den

aufgegebenen Brandackern dehntsich die Melastom･a aLl[)C}'ne-bjipeiuta c";liitdrica-Gesellschaft aus. Diese

ist artenarm und enthalt nur 6 bis 16 Arten. An Wegrandern I<ommen die Hst)tis cmpitata- und die

A4imosa pttd7ca-Gesellschaft vor und auf den Wegen selbst die Ei'agrostis tmioloides-,Sporoboltts

cfiandef--Gesellschaft. GewEsserrtinder stiumt die Limnochai-is flaz,a-Rhs,nchospoi'a cois,mbosa-Gesell-

schaft. In den Kulturen von Mam'hot esculenta wtichst die Agei'atum conJ,-ty-oides-Gesellschaft als

Ackerunkrautgesellschaft. Eigene Unl<rauter und Unkrantgesellschaften gibt es in Brandtickern jedoch

wenlg.
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　　　Dle　Ersatzvegetaもion　in　den　Gebieten　von　Urwaldem　und　von　Brandackern　ist　nach　Artenzusa－

mmellsetzung，　Zahl　der　Gesellschaftse三nheiten，　Ar亡enzahlen，　und　anderen　Merkamalen　sehr　verschieden．

Die　Sukzession　zur　standortsgemaBen　potentiellen　nat通rlichen　Vegetation　verlauft　au｛Brandackerf1吾chen

viel　langsamer　als　au｛jenen　Flachen，　wo　bisher　nur　sparlich　einzelne　Nし董tzb盗ume　heraus　geschlagen

worden　slnd．
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[Vab. a. Duabanga moluccana - Anthocephalus chinensis - Gesellschaft

Lfd. Nr.:
Feld-Nr.:

Datum d. Au£nahme (1980):

Hljhe li. Meer (RDt

Exposition :
Neigung ( O):
Gr6fie d. Probeflh'che (m2):

H6he d. rlaumschicht-1(m):
I)eclcung d. Baurnschicht-2(%):
FIOhe d. Bauinschicht;-2CttD:

Deckung d. Bauiiischicht --2(96):

H6he d. Strauclischi¢ht (m):
Deckung d. Strauchschicht (%):
l･l5he d. I<rautschicht (in):

I)eckung d. Krautschicht (S6):
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Trennarten d. Gesellschaft: #ttl'SlX.b]･ffi.

Anthecephalus chinen$is

Macaranga pruinosa

Duabanga moluccana

Ficus uncinata
Pternandra cardiophylla
Octomeles surnatrana
Nauclea cf. subdita
Uncari.a sp.
Phyrinium jagarianum
Fagraia racemosa
Molineria latifolia
Dissoe}}aeta gracil!s
Macaranga hypoleuca

Embelia ribes
Uncaria gambir
Dillenia sp.
Combretum ermeri

Glo¢hidion borneense
Antidesma neurocarpum
Ficus icreniula

  Ficus aurata
  Pternandra rostrata
Arten d. SekundUr--X"alder:
  Lygodium circinnatum
  Leea aculeata
  Ficus sp.
  Tetrastigma papillosum
  Callicarpa longifolia
  Nephroiepis biserrata
  Phaeomeria magni'fica
  Cyclosorus unitus
Begleiter:
  Plechnum orientalis
  Hedyotis !eucocarpa
  Imperata cylindrica
  Costus speciosa
  ZSngiber sp.
  Pandanus sp.
  Caryota sp.
  Paspaluin conjugatum
  Diospyros $p.
  Leptospis urceolata
  I)esmodium sp.
  Clerodenclron disparifolium
  Melastoma marabathrium
  Shorea sp.
  Micrechites serpyllifolia
  Athyrium cordifolium
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Tab. 2. Piper aduncum-
     '! - 5: Vnterein}xei,t
     6 - 9: Untereinheit

Gese!lschaft
von Scleria
von Nalletus

levi$
 miquelianus
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Exposition :
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Trennarten d. Gesellschaft: gs?'/･;'i-g.lv)･i,tft

Piper aduncum

Vitex pinnata
CaH,icarpa longifo1i,a
Giochidi2on $p.
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Inntana aculeata
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Autserdem je einmaX in Lfd. Nr. S: Manihot utilissima S-1･2 u.a. 7 qrten. in 2: Cratoxylon clandestimum S-1'1

Clausena oliverSana S-+, Costus speciosus K-+, Jasminum pubesceiis var. glabrutn S-÷.2i Hedyotis Ieu¢ocarpa
S-+'2, Pandanus sp. IC--2'2, Och!ema lagopus S-+. u.a. 6 Arten. in 3: 8 Arten. in 4; Anisoptera thurifera S--+
u.a. 3 Arten. in 5: Albizia sp. S-+'2 , Argyreia sp. S-1'2, u.a. 5 Arten. in 6: Octomeles sumatrana S-2'2,
S"ilax sp. K-+, Carex sp. +'2, Geophila repens K-+'2, AIIophyllus eobbe S-+'2, Eusideroxylon zwageri S-+,
Cleistanthus myrianthus S-+, Dracontomelon dao S-1'2, Petunga microearpa S--+, Derris montana K-+, Poik21o-
spermum suaveolens S-+, Palaquium serEceum var. acutocalyce S--+, Ficus sp. S-+, Phrynium repens K-+'2
u.a. 7 Arten. in 7: Ffucuna sp. S-+, Glechidion alborescens i(-+, Gl,ochidion hypoleucum S--+, Aloc.asia
longiloba K-+, Cyperusbrevifolius K-+, u.a. 7 Arten. in 8: Antldesma phanerophlebium S-+,u.a. 3Arten.
in 9: Pipturus argenteus S--", Flagei!aria indlca S-+, Schizaea dichotoma K-+, Pityrogramma calomelanos
K--+, u.a. 8 Arten.



Tab. 5.

   1- 6:

>lelastoma af£ine

Untereinheit von

- Imperata

PassSflQra

cylSndrica

foetida       '

- Ge$ellscha£t

7 - 15: Untereinheit von Seleria levis IC -- 25: Untereinheit von Lycopodium ¢ernuum

Lfd. Nr.:
Feld-Nr.･

DatuTn d. Aufnahme:

H6he.U. ptIebr (m):

Exposition:
Neigung (o>:
Gr6Be d. Probef15che (m2 ):
H6he d. Strauchschicht (cm):
Deckung d. Strauchschicht (?'e):
H6he d. Krautschicht (cm):
Deckung d. I(rautschicht (96):

Artenzahl;
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[Drennarten d. Gese1lschaft:
Imperata
lfelastoma

Trennarten

cylindrica
 affine

d. Untereinheiten.
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Pas$iflora foetida
Lantana aculeata

  Ananas sativus

  Scleria levis
  Vitex pinnata

  Fimbristylis dichotonia
  Blumea balsamifera
  Lycopodium cernuum

  Miscanthus sp.
  Dicranopteris sp.
Begleiter:
  Piper aduncum

  tvIerremia peltata
  Lygodium circinnattrm
  Cyclosorus unitus
  Paspalum conjugatum
  PhyUanthu$ urinaria
  Calltcarpa longifolia
  Cyperus iria
  Fimbristyli$ $p.
  MniMa sonchifolia
  Axonopus compre$sus
  }lauhinia sp.
  Eri.geron sumatrensis
  Niernonia cinerea
  Mu$a paradislaca
  Crotalaria striata
  Tetrastigma lanceolarium
  Ficus uncinata
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AuBerdern je einmal in Lfd. Nr. 1: a Art. in 2: PhyHanthus sp. I<--+, u.a. 1 Art. in 4: Caladivm bicolor K-+, Pioseorea sp. K -+ u.a. a Art. in 5: Flanihot utilissima K-1'2, Phyllanthus

niruri K- +'2, Coloca$ia $p. K-÷. in 6: 1 Art. in 7: Hyptis capitata K--+, F;acaranga pruinosa l<-+, u.a. 1 Art. in 8: 2 Arken. in 9:Co$tus speciosus K-+'2, Lygodium sp. K-+'2, theraria
sp. K-2.2, u.a. 5 Arten. in 10: Solanutn $p. I<-+. in 11: Sa¢ciolepis sp. K-+, u.a. 1 Art. in 12: Curcurna sp. I<-+. in 13: Glochidion korfnannianurn S-+, Pternandra coerulescen$ var.
jockiana K-+, u.a. tt Areen. in ltt: C>naranthus populneus K-+, Nauclea sp.S-+. in 15: Paspalum sp. K-+. in 18: Blechnurn orientale K--+, Cymbidium finlay.sonianura K--÷'2, Eugenia sp. S-+,
u.a. 3 Arten. in 20: Cissus vitigipea K--+. in 21: Pityrogranima calomelano$ K-+, Phaseolus trilobus K-÷, Ophioglossum reticulatum l{-+, u.a. a Art. in 22: Nephrolepis sp. K-2'3, Blumea
sp. K-+･2. in 23: Cyperus sp. K-3'3. in 25: 3 Arten.



Tab.6 Cirtecoccum patens - Blumea balsamifera - Gesellschaft

Lfd Nr.:
Feld-Nr.:
Datum d. Aufnahme (2980):

Iixposieion:
Neigung ( O):
}'l6he ti. Me"er (m):
Gr5tse d. probefltiche (m2):

H6he d. Strauchschicht (m):
beckung d. Strauchschich't (%):
H6he d. I(rautschicht (m):
Deckung d. Krautschicht <%):
Artenzahl:
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Trennartend.Gesellschaft: #PsK[pt:ilkF.

  Blumea bal$amifera 9h"t='lj7 S
                                                             K

  Cent6theca lappaeea 7･7."7'tt K
  Erigeronsumatrensis tJt7'v"ljf9 K
  Eupatorium octoratum t`? rJivty }'v K
  Vernonia arborea g-Xrit7 l<  Cirtococcum patens tl"='-t'･V K  Solanum torvum ZZ:ltXli SBegleiter: ee {:'" kE
  Paspalumconjugatum JS'Hfii'r7i}<z:1/tx K
  Lygodiumcircinnatum -- S                                                             K

  Melastoma afftne -- S                                                             K

  Piper aduncum -- S                                                             K

  Leea aculeata -- S                                                             K

  Macaranga pruinosa -- S  Trema orSentalis ijPywx7} s  Ficus uncinata --- S  Lantana aculeata 7>Y" S                                                             K

  }{allotus sp. -- S  Artocarpus elatieu$ S7v'7'1} S
  Scleria levis V) V' =. b'{' K  Cyclosorus unitus - K  Phaeomeria sp. -- I<  Vitex pinnata ･- S  Cin}alanthuspopulneus -- S  Bauhinia sp. " }(  Callicarpalongifolia Vwv)"7' S
  Mailotu$panieulatus 07V'v7it1dy'vt7 S

  GIo¢hidion sp. -- SAuBerdefn je eSnmal in Lfd. Nr. 1; Clerodendron dj.sparifoliufn

speciosa K-2.lf Lepisanthes tetraphyHa K- ÷, Mezoneurum
cannaefonnis I<-- ÷, Jussiaea linifolia }<-- +, Cyperus iria K-+'2,
K-+'2, Dioscorea sp. K- +, Ficis sp. S-a.1, Phyllanthu$ sp.

sp. K-1･2 u.a. 3 Arten. in 2: Di¢hapetalum g'etonieides ssp.
Nauelea sp. S- +, Musa paradisiaea S- +, Bor-r"eria sp. K-1'2 u.
in 3: Brucea javanica K-1'2, MiXletla sericea K--+, Petunga '
Rhedamnia cj.nerea S-1'2, PicXineria latifolia K--1'2, FIageHaria
Lygodium sp. S--+'2, Anplectrurn sp. I<--2'2, Cyperus sp. K-1･2,
K-+ u.a. 9 Arten.
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  K-2'2, 1-agerstroem.ta
sumatranum K-+'2t l)onax
        Impera'ta cylindrica
    S-'2, Nephrolepis
  sumatranum S-1-2                 ,
     a. 3 Arten.

  nncro¢arpa K-÷.2.
       indica K-+                 '
    Hedyotis Ieucocarpa



Tab. 13.

      a

Lfd. Nr.
Feld--Nr.

  Aniaranthus tricolor f. inameenus

- 6: Typisehe Untereinheit
-a2: Vnterein}ieit von Leea aculeata

Datufn d. AUfnahme:

H6he U. Meer (ra):
Exposition:
Neigung (O):
Gr5ae d. Probe£15che ( m2I:
H5he d. I(rautschicht--1(l<ulturpflanzen)(cm):

Deckungd.Krautschicht-a(t' tt )(9!o)
H6he d. KrautschSch£-2 (Unkrtiuter)(cm):
Deckungd.KrautschScht--2( " )(%):
Artenzahl:
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Kulturpflanzen(1'laup't--):

  Oryza sativa
  Zea mays
Trennarten d. Gesellschaft:
  Oplismenus cempositus
  Cyperus iria
  Phyllanthus urinavia
  Amaranthus tricolor f.
  Erechtites valerianifol
Trennarten d. Untereinhei

].namoenus
la
ten:

  Leea aculeata
  Cucumi$ sativus
  Brassica sp.
  Physali$ sp.
Begleiter:
  Paspalum conjugaeum
  Lygodium eircinnatum
  Trema orientalis
  Merremia peltata
  Omalanthus populneus
  Pouzolzia zeylanica
  Passiflora foetida
  Scleria levis
  Crassocephalum crepidioides
  Melastoma affine
  Cyclosorus unitus
  Imperata cylindrica
  Solanum sp.
  "Ia11otus sp.
  Blumea balsamifera
  Capsicum annuum
  OphioglossuTn reticulaturn
  Beehmeria sp.
  Jussiaea linifolia
  Costus speciosus
  Cucurbita moschata
  Solanum torvem
  Ipofnoea batatas
  Lantana aculeata

  Piper adun¢um
  Musa paradisiaca
  Vandellia sp.
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AuBerdem je einmal in Lfd. Nr. 2: Ageratum conyzoides lk
indica tL-v." +, u.a. 7 Arten. in 3: Arach･is hypogaea
tn 5: Vite:c pinnata 1'a, Bauhinia sp. +. in T.t Manihot

u.a.3Arten. in8: E¢hinochioaeolonum v":t'x +,
u.a. 5 Arten. in 10: Urena lobata +. IPicus uncinata +
Arten. in 12: Snilax sp. s Nephrolepi$ sp. +, u.a.1

VV}dyv-7ti`l- +'2, Fimbristylismiliacea t7',j= +'2, E!eusine
  i7･?h.:< +'2 u.a.1 Art. in 4E; Palmae sp. u.a.5 Arten.
utHissima }t･･vgt.i" +'2 Axonopuscompressus e"iv.x' +t
u.a.2 Arten in 9; Vernonia cinerea t.i-if}Athyes"i +, Albizia sp.
,u.a.1Art. inla:Caricapapaya +, Ficussp. +,u.a.6
 Art.


